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編
集
後
記

Vol.50

な
ん
た
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
－30－

※
担
任
の
先
生
、
担
当
教
科
の
先
生

の
講
評
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●総人口：34,352人（－2)
（男：16,514人・女：17,838人）

（－5） （+3）

●世帯数：13,685世帯（+5)
（平成23年12月1日現在）

（　）内は前月比　

「
自
然
の
植
物
」近

澤　

ち
づ
る
さ
ん
（
５
年
）

▼

バ
ラ
ン
ス
よ
く
一
輪
車
に
乗
っ
て
い
る
姿

が
し
っ
か
り
と
描
け
て
い
ま
す
。

「
い
も
ほ
り
」　　

戸
嶋　

理
裟
さ
ん
（
２
年
）

▼

あ
た
ま
が
す
こ
し
見
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ

を
、
が
ん
ば
っ
て
ほ
ろ
う
と
し
て
い
る
様
子

が
わ
か
り
ま
す
。

「
平
屋
大
運
動
会
」都

築　

輝
流
さ
ん
（
１
年
）

「
平
屋
大
運
動
会
」都

築　

輝
流
さ
ん
（
１
年
）

▼

運
動
会
で
踊
っ
て
い
る
一
生
懸
命
な
姿
が

描
け
て
い
ま
す
。

「
ひ
と
り
乗
り
が
で
き
た
よ
！
一
輪
車
」

 

村
上　

愛
衣
さ
ん
（
３
年
）

▲ステンシル版画の効果を生かし、鳥
や植物の色を工夫して表せています。

　（父・母より）

む　つきかた　やま

片山　夢月ちゃん （８歳）
ゆ　　な

片山　夢奈ちゃん （６歳）
ゆめ　た

片山　夢大くん （２歳）

●八木町

「いっぱい食べて、いっぱい遊んでおおきくなってね！」

た
い   

き

寺
阪　

泰
季
く
ん 

（
３
歳
）

●
日
吉
町

「これからも笑顔いっぱい元気に大きくなってね。」
～ 国民文化祭・京都2011 ～

南丹ものづくりの祭典
【特 集】

　

記
事
作
成
に
は
、
ま
ず
自
分
が

書
く
こ
と
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

大
切
。ペ
ン
が
止
ま
る
た
び
に
勉

強
不
足
を
痛
感
し
ま
す
。

　

私
が
手
掛
け
た
４
号
目
の
広
報

な
ん
た
ん
。記
念
す
べ
き
50
号
。今

回
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に

な
り
発
行
で
き
ま
し
た
。　  

（
Ｆ
） 

（お父さん・お母さんより）

| 

南
丹
市
立
平
屋
小
学
校
|

2011年
10・11月号

<

お
詫
び
と
訂
正>

　

　

広
報
な
ん
た
ん
10
・
11
月
号
の
記
事
に

次
の
と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

◇
26
ペ
ー
ジ
：
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
の
男

の
子
の
名
前

誤
）
山
名　

栄
紘
く
ん

正
）
山
名　

永
紘
く
ん

2011年12月・
2012年1月号



　
国
民
文
化
祭
は
、
昭
和
61
年
か
ら
毎

年
各
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
に
東
日
本
で
発
生
し
た
未

曽
有
の
大
震
災
に
よ
り
国
民
生
活
全
体

が
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
中
で

開
催
さ
れ
た
今
回
は
、
文
化
を
通
じ
て

互
い
が
勇
気
と
元
気
を
持
ち
合
い
、
と

今月の表紙
　南丹ものづくりの祭典～国民文
化祭・京都2011～で実施した「灯
りの祭典」の様子。1つ１つの竹
細工の中には、日本人が大昔から
大切にしてきたろうそくの灯りが
ともされ、そのゆらゆらと表情を
変える灯りが日本の原風景が残る
かやぶきの里を幻想的に飾ってい
ました。

もくじ

人権の窓／環・境・市・民⑲

みんなで描こう協働のキャンバス⑰

人・この道☆ひと筋⑨

財政状況を公表します！⑩

いきいき南丹⑱

図書館へようこそ！／暮らしにホッと⑳

ぶらりなんたん㉑

なんたんミュージアム／わが家のアイドル㉖

ニュースダイジェスト㉔

【特集】南丹ものづくりの祭典
　　　～国民文化祭・京都2011～

②

みんなのひろば㉒
・ひよし水の杜フェスタ
・第12回美山かやぶきの里
　ワンデーマーチ　ほか

行政トピックス⑭
・なんたんテレビ学舎
・「きらり・本のことば」
　コンクール表彰式・記念講演　ほか

インフォメーション⑯
・４号庁舎開設に伴う各フロアの変更

も
の
づ
く
り
文
化
に
ふ
れ
あ
う
９
日
間

〜
国
民
文
化
祭・京
都
２
０
１
１
〜

も
に
前
を
向
い
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
思
い
を
受
け
止
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
画
を
い
た
だ
き
、
心
温
か
い

南
丹
市
の
「
人
」
、
豊
か
な
大
地
で
育

ま
れ
た
「
も
の
」
、
そ
し
て
、
日
本
の

原
風
景
が
残
る
「
場
所
」
を
生
か
し
た

「
南
丹
市
な
ら
で
は
」
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
市
内
外
か
ら
１
１
２
５
０
人

の
参
加
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◇写真◇1園部吹奏楽団・園部高等学
校・園部高等学校附属中学校吹奏楽部
による合同演奏2南丹ものづくりの祭
典総合開会式・表彰式3南丹美術工芸
教育展4おもてなし茶席5第1回全国
えんぴつけずり大会6ものづくり体験
コーナー7我が校のものづくり展8南
丹美術工芸教育展9南丹工芸シンポ
ジウム10美術展「工芸」11灯りの祭典
12食の祭典13伝統工芸オークション

2 1

4 3

南
丹
も
の
づ
く
り
の
祭
典10

月
29
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）

南
丹
市
国
際
交
流
会
館
、
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
周
辺

　日
本
最
大
の
文
化
祭
典
で
あ
る
国
民
文
化
祭
が
、
京
都
府
内
一

円
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　南
丹
市
で
は
、
「
南
丹
も
の
づ
く
り
の
祭
典
」
と
し
て
、
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す
べ
く
、
国
民
文
化
祭
主
催
事
業

の
美
術
展
「
工
芸
」
の
開
催
と
、
工
房
と
里
の
秋
め
ぐ
り
「
里
の

秋
マ
ッ
プ
」
の
作
成
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
自
主
イ
ベ
ン
ト
、
連

携
・
協
働
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
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2　広報なんたん12・1月号



　
国
民
文
化
祭
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、
昭
和
61
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毎

年
各
都
道
府
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持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
に
東
日
本
で
発
生
し
た
未

曽
有
の
大
震
災
に
よ
り
国
民
生
活
全
体

が
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
中
で

開
催
さ
れ
た
今
回
は
、
文
化
を
通
じ
て

互
い
が
勇
気
と
元
気
を
持
ち
合
い
、
と

今月の表紙
　南丹ものづくりの祭典～国民文
化祭・京都2011～で実施した「灯
りの祭典」の様子。1つ１つの竹
細工の中には、日本人が大昔から
大切にしてきたろうそくの灯りが
ともされ、そのゆらゆらと表情を
変える灯りが日本の原風景が残る
かやぶきの里を幻想的に飾ってい
ました。

もくじ
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人・この道☆ひと筋⑨
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図書館へようこそ！／暮らしにホッと⑳

ぶらりなんたん㉑
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【特集】南丹ものづくりの祭典
　　　～国民文化祭・京都2011～

②

みんなのひろば㉒
・ひよし水の杜フェスタ
・第12回美山かやぶきの里
　ワンデーマーチ　ほか

行政トピックス⑭
・なんたんテレビ学舎
・「きらり・本のことば」
　コンクール表彰式・記念講演　ほか

インフォメーション⑯
・４号庁舎開設に伴う各フロアの変更

も
の
づ
く
り
文
化
に
ふ
れ
あ
う
９
日
間

〜
国
民
文
化
祭・京
都
２
０
１
１
〜

も
に
前
を
向
い
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
強
い
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
思
い
を
受
け
止
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
画
を
い
た
だ
き
、
心
温
か
い

南
丹
市
の
「
人
」
、
豊
か
な
大
地
で
育

ま
れ
た
「
も
の
」
、
そ
し
て
、
日
本
の

原
風
景
が
残
る
「
場
所
」
を
生
か
し
た

「
南
丹
市
な
ら
で
は
」
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
市
内
外
か
ら
１
１
２
５
０
人

の
参
加
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
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校・園部高等学校附属中学校吹奏楽部
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典総合開会式・表彰式3南丹美術工芸
教育展4おもてなし茶席5第1回全国
えんぴつけずり大会6ものづくり体験
コーナー7我が校のものづくり展8南
丹美術工芸教育展9南丹工芸シンポ
ジウム10美術展「工芸」11灯りの祭典
12食の祭典13伝統工芸オークション

2 1
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も
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づ
く
り
の
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典10

月
29
日
（
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）
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11
月
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日
（
日
）

南
丹
市
国
際
交
流
会
館
、
南
丹
市
立
文
化
博
物
館
周
辺

　日
本
最
大
の
文
化
祭
典
で
あ
る
国
民
文
化
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が
、
京
都
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内
一

円
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　南
丹
市
で
は
、
「
南
丹
も
の
づ
く
り
の
祭
典
」
と
し
て
、
も
の

づ
く
り
の
ま
ち
の
魅
力
を
発
信
す
べ
く
、
国
民
文
化
祭
主
催
事
業

の
美
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芸
」
の
開
催
と
、
工
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里
の
秋
め
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り
「
里
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」
の
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め
、
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多
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ト
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連

携
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げ
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特集　南丹ものづくりの祭典 ～国民文化祭・京都2011～

3 　広報なんたん12・1月号

◇主催事業◇
■ 美術展「工芸」
　　　10月29日〜11月６日

■ 工房と里の秋めぐり「里の秋マップ」

◇自主事業◇
■ 「食の祭典」
　　　10月29、30日

■ 「灯りの祭典」
　　　１１月３日

◇連携・協働事業◇
■ 京都工芸美術作家協会展
　　　　　　「南丹市巡回展示」
　　　10月29日〜11月６日

■ 南丹工芸文化祭
　　　10月29日〜11月６日
　　　　・福祉施設で作成された商品
　　　　　　　　　　　　の展示販売
　　　　・市民文化活動による作品展示

　　　10月29日、30日
　　　　・町家ミュージアム
　　　　・まちなかスタンプラリー
　　　　・見てさわって遊べる展示
　　　　・ものづくり体験コーナー、
　　　　　　　　　　じっくりコーナー

■ 南丹美術工芸教育展
　　　10月29日〜11月6日

■ 我が校のものづくり展
　　　10月29日〜１１月６日

■ 第１回全国えんぴつけずり大会
　　　11月５日

■ 伝統工芸オークション
　　　11月６日

■ 南丹工芸シンポジウム
　　　11月６日

■ 電気自動車乗車体験
　　　10月30日



　国
民
文
化
祭
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
内

福
祉
施
設
や
小
・
中
学
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
、

団
体
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
京
都
を
舞
台
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
工
芸
美
術
作
家

３
７
０
人
が
所
属
す
る

「
京
都
工
芸
美
術
作
家
協

会
」
の
結
成
65
周
年
記
念

の
作
品
展
示
会
が
、
国
民

文
化
祭
に
合
わ
せ
「
南
丹

市
巡
回
展
」
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　「
今
日
か
ら
明
日
へ
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
の
作
品
を

含
む
２
１
４
点
が
並
べ
ら

れ
、
訪
れ
た
人
々
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
南
丹
地
域
の
２
市
１

町
の
文
化
振
興
を
目
指
す

ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

「
南
丹
美
術
工
芸
教
育

展
」
と
「
南
丹
工
芸
文
化

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
美
術
工
芸
教
育
展
で
は
、

南
丹
市
国
際
交
流
会
館
に
お
い
て
南
丹
地
域
の
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
校
生
や
、
特
別
支
援
学
校
の
皆

さ
ん
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
（
1
）
工
芸
文

化
祭
で
は
、
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
残
す
町
家
で
市
内

工
芸
作
家
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
（
2
）
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
、
園
部
公
民
館
で

は
、
も
の
づ
く
り
の
技
を
学
べ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
3
）
や
、
竹
や
紙
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
作
品
が
並
び
、

子
ど
も
た
ち
が
見
て
触
っ
て
遊
べ
る
展
示
（
4
）
の
ほ

か
、
南
丹
市
文
化
協
会
や
女
性
の
館
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
文
化
活
動
作
品
展
示
（
5

6
）
、
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
に
よ
る
心
温
ま
る
手
づ
く

り
作
品
の
展
示
・
販
売
（
7
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
1
9
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
南
丹
市
を
は
じ
め

２
市
１
町
が
南
丹
地
域
の

文
化
振
興
を
目
指
す
ジ
ョ

イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
国

民
文
化
祭
に
向
け
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
南
丹
市
美
術
工
芸
教
育

展
と
南
丹
工
芸
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
美
術
工
芸
教
育
展
（
7
）
で
は
、
国
際
交
流
会
館
に

お
い
て
南
丹
管
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
高
校

生
や
、
特
別
支
援
学
校
の
皆
さ
ん
の
作
品
な
ど
を
展
示
。

（
1
）

　
工
芸
文
化
祭
で
は
、
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
残
す
町

屋
で
市
内
工
芸
作
家
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
（
①
）
や

美
山
の
卵
、
園
部
れ
ん
げ
米
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
（
②
）
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
交
流
会
館
、

園
部
公
民
館
で
は
、
実
際
に
も
の
づ
く
り
の
技
を
学
べ

る
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
③
）
や
、
市
民
の
文
化
活
動
に
よ

る
作
品
展
示
（
④
）
、
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
に
よ
る
心

温
ま
る
手
づ
く
り
作
品
の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
公
募
に
も
と
づ
い
て
、
陶

芸
や
ガ
ラ
ス
、
染
織
な
ど
９

部
門
に
わ
た
る
工
芸
作
品
が

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
審
査

に
よ
り
、
入
賞
10
点
、
奨
励

賞
48
点
、
入
選
46
点
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
最
優
秀
賞
の

文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝
い
た

古
家
喜
義
さ
ん
（
香
川
県
）

を
は
じ
め
、
10
人
の
入
賞
者

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
文
化
博
物
館
を
訪
れ
た

方
々
は
、
作
品
に
込
め
ら

れ
た
想
い
や
優
れ
た
技

法
、
暮
ら
し
に
息
づ
く
工

芸
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
工

芸
文
化
を
堪
能
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

想
い
を
技
に「
暮
ら
し
に
息
づ
く
用
の
美
」

美
術
展「
工
芸
」10月
29
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）

南
丹
市
立
文
化
博
物
館

◆
連
携・協
働
事
業
◆

　
日
本
の
原
風
景
が
残
る
美

山
か
や
ぶ
き
の
里
か
ら
文
化

の
心
で
絆
を
結
び
、
広
げ
て

い
く
た
め
、
「
灯
り
の
祭

典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
竹
灯
り
の
創
作
な
ど
で
全

国
を
回
っ
て
い
る
「
ち
か
け

ん
」
が
手
掛
け
た
大
小
約

８
２
０
基
の
竹
灯
り
が
、
訪

れ
た
約
１
５
０
０
人
を
灯
り

の
世
界
へ
と
い
ざ
な
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん

が
心
を
込
め
て
作
製
し
た
作

品
が
、
辺
り
一
面
に
並
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
か
わ
い
い
絵
や
ね
」

「
こ
こ
に
い
る
と
不
思
議
な

感
じ
が
す
る
ね
」
そ
う
話
す

家
族
連
れ
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る

「
灯
り
」
に
照
ら
さ
れ
た
幻

想
的
な
か
や
ぶ
き
民
家
の
風

景
に
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

忘
れ
か
け
て
い
た
日
本
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し

つ
つ
、
心
温
ま
る
ひ
と
時
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
作
品
は
３
９
１

点
。
そ
の
中
で
審
査
希
望

の
あ
っ
た
２
３
５
点
の
作

品
を
、
「
美
山
か
や
ぶ
き

の
里
保
存
会
」
な
ど
が
審

査
し
ま
し
た
。

　
自
分
を
の
び
の
び
と
表

現
し
、
見
る
人
に
元
気
を

与
え
る
点
が
評
価
さ
れ
、

殿
田
小
学
校
２
年
の
仁
藤

陶
貴
さ
ん
の
作
品
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

か
や
ぶ
き
の
里
か
ら
ツ
ナ
グ

灯
り
の
祭
典

11
月
３
日
（
木
）

美
山
か
や
ぶ
き
の
里

■
京
都
工
芸
美
術
作
家
協
会
展

10
月
29
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）
　南
丹
市
立
文
化
博
物
館

■
京
都
丹
波
文
化
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
１

1

2
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　国
民
文
化
祭
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
内

福
祉
施
設
や
小
・
中
学
校
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人
、

団
体
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
下
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
京
都
を
舞
台
に
活
躍
さ

れ
て
い
る
工
芸
美
術
作
家

３
７
０
人
が
所
属
す
る

「
京
都
工
芸
美
術
作
家
協

会
」
の
結
成
65
周
年
記
念

の
作
品
展
示
会
が
、
国
民

文
化
祭
に
合
わ
せ
「
南
丹

市
巡
回
展
」
と
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　「
今
日
か
ら
明
日
へ
」

を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
、
重

要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
の
作
品
を

含
む
２
１
４
点
が
並
べ
ら

れ
、
訪
れ
た
人
々
を
魅
了

し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
南
丹
地
域
の
２
市
１

町
の
文
化
振
興
を
目
指
す

ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

「
南
丹
美
術
工
芸
教
育

展
」
と
「
南
丹
工
芸
文
化

祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
美
術
工
芸
教
育
展
で
は
、

南
丹
市
国
際
交
流
会
館
に
お
い
て
南
丹
地
域
の
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
・
高
校
生
や
、
特
別
支
援
学
校
の
皆

さ
ん
の
作
品
な
ど
を
展
示
し
ま
し
た
。
（
1
）
工
芸
文

化
祭
で
は
、
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
残
す
町
家
で
市
内

工
芸
作
家
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
（
2
）
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
南
丹
市
国
際
交
流
会
館
、
園
部
公
民
館
で

は
、
も
の
づ
く
り
の
技
を
学
べ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
3
）
や
、
竹
や
紙
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
作
品
が
並
び
、

子
ど
も
た
ち
が
見
て
触
っ
て
遊
べ
る
展
示
（
4
）
の
ほ

か
、
南
丹
市
文
化
協
会
や
女
性
の
館
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
文
化
活
動
作
品
展
示
（
5

6
）
、
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
に
よ
る
心
温
ま
る
手
づ
く

り
作
品
の
展
示
・
販
売
（
7
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
1
9
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
南
丹
市
を
は
じ
め

２
市
１
町
が
南
丹
地
域
の

文
化
振
興
を
目
指
す
ジ
ョ

イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
国

民
文
化
祭
に
向
け
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
南
丹
市
美
術
工
芸
教
育

展
と
南
丹
工
芸
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
美
術
工
芸
教
育
展
（
7
）
で
は
、
国
際
交
流
会
館
に

お
い
て
南
丹
管
内
の
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
高
校

生
や
、
特
別
支
援
学
校
の
皆
さ
ん
の
作
品
な
ど
を
展
示
。

（
1
）

　
工
芸
文
化
祭
で
は
、
江
戸
時
代
の
雰
囲
気
を
残
す
町

屋
で
市
内
工
芸
作
家
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
（
①
）
や

美
山
の
卵
、
園
部
れ
ん
げ
米
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
（
②
）
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
国
際
交
流
会
館
、

園
部
公
民
館
で
は
、
実
際
に
も
の
づ
く
り
の
技
を
学
べ

る
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
③
）
や
、
市
民
の
文
化
活
動
に
よ

る
作
品
展
示
（
④
）
、
福
祉
施
設
の
皆
さ
ん
に
よ
る
心

温
ま
る
手
づ
く
り
作
品
の
展
示
・
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　
公
募
に
も
と
づ
い
て
、
陶

芸
や
ガ
ラ
ス
、
染
織
な
ど
９

部
門
に
わ
た
る
工
芸
作
品
が

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
審
査

に
よ
り
、
入
賞
10
点
、
奨
励

賞
48
点
、
入
選
46
点
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
最
優
秀
賞
の

文
部
科
学
大
臣
賞
に
輝
い
た

古
家
喜
義
さ
ん
（
香
川
県
）

を
は
じ
め
、
10
人
の
入
賞
者

を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
文
化
博
物
館
を
訪
れ
た

方
々
は
、
作
品
に
込
め
ら

れ
た
想
い
や
優
れ
た
技

法
、
暮
ら
し
に
息
づ
く
工

芸
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
工

芸
文
化
を
堪
能
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

想
い
を
技
に「
暮
ら
し
に
息
づ
く
用
の
美
」

美
術
展「
工
芸
」10月
29
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）

南
丹
市
立
文
化
博
物
館

◆
連
携・協
働
事
業
◆

　
日
本
の
原
風
景
が
残
る
美

山
か
や
ぶ
き
の
里
か
ら
文
化

の
心
で
絆
を
結
び
、
広
げ
て

い
く
た
め
、
「
灯
り
の
祭

典
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
竹
灯
り
の
創
作
な
ど
で
全

国
を
回
っ
て
い
る
「
ち
か
け

ん
」
が
手
掛
け
た
大
小
約

８
２
０
基
の
竹
灯
り
が
、
訪

れ
た
約
１
５
０
０
人
を
灯
り

の
世
界
へ
と
い
ざ
な
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、
子
ど
も
た

ち
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん

が
心
を
込
め
て
作
製
し
た
作

品
が
、
辺
り
一
面
に
並
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
「
か
わ
い
い
絵
や
ね
」

「
こ
こ
に
い
る
と
不
思
議
な

感
じ
が
す
る
ね
」
そ
う
話
す

家
族
連
れ
の
姿
も
あ
り
ま
し

た
。
人
の
温
か
さ
を
感
じ
る

「
灯
り
」
に
照
ら
さ
れ
た
幻

想
的
な
か
や
ぶ
き
民
家
の
風

景
に
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、

忘
れ
か
け
て
い
た
日
本
文
化

の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し

つ
つ
、
心
温
ま
る
ひ
と
時
を

過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
作
品
は
３
９
１

点
。
そ
の
中
で
審
査
希
望

の
あ
っ
た
２
３
５
点
の
作

品
を
、
「
美
山
か
や
ぶ
き

の
里
保
存
会
」
な
ど
が
審

査
し
ま
し
た
。

　
自
分
を
の
び
の
び
と
表

現
し
、
見
る
人
に
元
気
を

与
え
る
点
が
評
価
さ
れ
、

殿
田
小
学
校
２
年
の
仁
藤

陶
貴
さ
ん
の
作
品
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

か
や
ぶ
き
の
里
か
ら
ツ
ナ
グ

灯
り
の
祭
典

11
月
３
日
（
木
）

美
山
か
や
ぶ
き
の
里

■
京
都
工
芸
美
術
作
家
協
会
展

10
月
29
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）
　南
丹
市
立
文
化
博
物
館

■
京
都
丹
波
文
化
ジ
ョ
イ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
１
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柿柿 柿柿
やや やや
黒
豆

黒
豆

黒
豆

黒
豆
な
ど

な
ど

な
ど

な
ど
、、 、、
素
材

素
材

素
材

素
材
に
こ

に
こ

に
こ

に
こ
    



7 　広報なんたん12・1月号

　
市
内
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
が
、
も
の
づ
く
り
の

取
り
組
み
を
発
表
。
会
場

に
は
、
自
然
の
素
材
を
生

か
し
た
作
品
や
、
実
際
に

持
っ
て
遊
べ
る
作
品
な

ど
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

９
７
７
点
が
並
び
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の

中
に
、
児
童
や
生
徒
の
ア

イ
デ
ア
が
盛
り
込
ま
れ
て

お
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品

に
思
わ
ず
笑
顔
を
こ
ぼ
す

方
も
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
に
育
ま
れ
た
南

丹
市
の
里
の
幸
を
生
か
し
た

「
食
」
を
、
市
内
外
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
「
食
の

祭
典
」
を
開
催
。

　
自
慢
の
加
工
食
品
や
、
鹿
肉

な
ど
地
元
の
食
材
を
生
か
し
た

料
理
を
販
売
す
る
多
く
の
店
が

軒
を
連
ね
、
訪
れ
た
方
の
お
腹

と
幸
せ
な
気
持
ち
を
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
初
日
に
は
、
加
工
食
品
コ
ン

テ
ス
ト
や
お
茶
に
合
う
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
開

催
。
地
元
の
食
材
や
、
そ
の
持

ち
味
を
生
か
し
た
優
秀
作
品
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
の
昼
食
時
に
は
、
園

部
吹
奏
楽
団
や
園
部
高
等
学

校
、
園
部
高
等
学
校
附
属
中
学

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
合
同
演
奏

会
が
催
さ
れ
、
迫
力
あ
る
演
奏

で
会
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
加
工
食
品
コ
ン
テ
ス
ト
で

は
、
10
作
品
の
中
か
ら
南
丹
彩

ク
ッ
キ
ー
（
作
：
菓
子
工
房
み

も
ざ
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。

受
賞
作
品
は
、
市
の
推
奨
ラ
ベ

ル
を
貼
っ
て
一
般
に
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
茶
に
合
う
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
の
洋
菓
子
部
門
で

は
、
日
吉
町
胡
麻
で
手
に
入
る

柿
や
黒
ご
ま
な
ど
、
素
材
に
こ

だ
わ
っ
た
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ

（
作
：
芦
田
範
子
）
が
、
ま

た
、
和
菓
子
部
門
で
は
、
市
内

で
採
れ
た
栗
や
ご
ま
の
プ
チ
プ

チ
感
を
生
か
し
た
団
子
（
作
：

山
崎
真
季
）
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優

秀
賞
を
受
賞
。
受
賞
作
品
は
、

ま
ち
か
ど
カ
フ
ェ
や
お
も
て
な

し
茶
席
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　
南
丹
市
の
名
所
、
ス
ポ
ッ
ト

を
紹
介
す
る
里
の
秋
め
ぐ
り
マ

ッ
プ
。
「
食
」
べ
る
、
「
遊
」

ぶ
、
「
見
」
る
、
「
触
」
わ
る

を
テ
ー
マ
に
赤
、
黄
、
青
、
緑

に
色
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
ッ
プ
の
作
成
は
、
昨
年
度

か
ら
企
画
委
員
会
を
立
ち
上
げ

ス
タ
ー
ト
。
以
降
、
マ
マ
さ
ん

リ
ポ
ー
タ
ー
、
ミ
ド
ル
リ
ポ
ー

タ
ー
、
学
生
リ
ポ
ー
タ
ー
な
ど

約
50
人
の
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

が
、
約
１
０
０
カ
所
を
取
材
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
を
取
り

入
れ
、
南
丹
市
の
と
っ
て
お
き

の
名
所
、
ス
ポ
ッ
ト
２
０
６
カ

南
丹
市
な
ら
で
は
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
グ
ル
メ
を
堪
能

市民の皆さんから寄せられた

　　　が盛り

だくさん！

食
の
祭
典

10
月
29
日
（
土
）・
30
日
（
日
）

南
丹
市
国
際
交
流
会
館
周
辺

南
丹
市
で
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る

工
房
と
里
の
秋
め
ぐ
り「
里
の
秋
マ
ッ
プ
」

■
我
が
校
の
も
の
づ
く
り
展

10
月
29
日
（
土
）
〜
11
月
６
日
（
日
）
　南
丹
市
園
部
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
日
産
リ
ー
フ
（
電
気
自

動
車
）
を
市
の
公
用
車
と

し
て
導
入
し
た
こ
と
に
伴

い
、
側
面
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン
を
募
集
。
市
内

各
小
・
中
学
校
、
支
援
学

校
な
ど
か
ら
1
6
0
点
の

個
性
豊
か
な
作
品
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
園
部
小
学

校
５
年
の
和
田
光
結
さ
ん

が
最
優
秀
賞
。
リ
ー
フ
は
、

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」

や
「
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
」
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、

市
内
外
を
走
っ
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー

　（
電
気
自
動
車
試
乗
体
験
）

■
子
ど
も
た
ち
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー

　（
電
気
自
動
車
試
乗
体
験
）

10
月
30
日
（
日
）
　南
丹
市
国
際
交
流
会
館
駐
車
場

　
全
国
初
と
な
る
え
ん
ぴ

つ
け
ず
り
大
会
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
京
都
匠
塾
」
と
の

協
働
事
業
と
し
て
開
催
。

東
京
な
ど
遠
方
か
ら
の
参

加
者
も
あ
り
、
小
学
生
の

部
と
中
学
生
以
上
の
部
、

合
わ
せ
て
99
人
が
参
加
。

審
査
は
、
仕
上
が
り
の
美

し
さ
を
競
い
合
い
、
摩
気

小
学
校
６
年
の
山
内
梨
恩

さ
ん
が
小
学
生
の
部
の
初

代
王
者
と
な
り
ま
し
た
。

■
第
１
回
全
国
え
ん
ぴ
つ
け
ず
り
大
会

11
月
５
日
（
土
）

　南
丹
市
国
際
交
流
会
館

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
京
都
匠

塾
」
と
協
働
で
開
催
。
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
若
手

工
芸
家
の
皆
さ
ん
が
、
自

身
の
傑
作
を
堂
々
と
紹
介

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
売
り

上
げ
の
一
部
は
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
へ
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
は
、
「
30
年
後
の
も

の
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
、
活
発
な
議
論
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
京
都
匠

塾
代
表
の
高
橋
さ
ん
は

「
工
芸
職
人
も
、
つ
く
る

だ
け
で
な
く
積
極
的
に
活

動
す
る
こ
と
が
必
要
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。

■
伝
統
工
芸
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
南
丹
工
芸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
月
６
日
（
日
）

　南
丹
市
国
際
交
流
会
館

所
を
集
約
し
ま
し
た
。
そ
の

他
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
投

稿
を
募
り
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
は
、
リ
ポ
ー
タ
ー
の

感
想
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い

る
な
ど
、
と
て
も
温
か
み
が
伝

わ
っ
て
く
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

宝

特集　南丹ものづくりの祭典 ～国民文化祭・京都2011～
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人この道　ひと筋

「予防消防活動に尽力」

さん（園部町･64）

瑞宝単光章

総
務
大
臣
表
彰

公
平
委
員
会
制
度
60
周
年
記
念

「防火・人命救助に尽力」

危険業務従事者叙勲

人
ひと
見
み
　日

ひ
出
で
男
お
さん（八木町･68）

瑞宝双光章

　
昭
和
47
年
４
月
か
ら
平
成
９
年

３
月
ま
で
、
ま
た
平
成
11
年
４
月

か
ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
の
計
33

年
間
、
消
防
団
員
と
し
て
予
防
消

秋の叙勲受章者

防
を
中
心
に
人
命
と
財
産
を
守
る

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
と
り

わ
け
、
平
成
11
年
４
月
か
ら
は
園

部
町
消
防
団
副
団
長
と
し
て
、
ま

た
合
併
後
は
南
丹
市
消
防
団
副
団

長
兼
園
部
支
団
長
と
し
て
陣
頭
指

揮
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
15

年
に
行
わ
れ
た
京
都
府
知
事
表
彰

調
査
で
は
、
消
防
団
幹
部
の
一
人

と
し
て
団
を
ま
と
め
、
「
極
め
て

優
秀
」
と
い
う
最
高
の
評
価
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
団
後
は
、
地
域
住
民
と
し
て

消
防
団
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
昨
年
の
10
月
か
ら
は
南
丹
市

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
の
ほ
か
、
人

権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
に

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
40
年
４
月
か
ら
平
成
14
年

３
月
ま
で
の
37
年
間
、
消
防
署
員

と
し
て
火
災
の
抑
圧
や
人
命
救
助

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
中
部

広
域
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ
た
昭

和
57
年
４
月
以
降
は
、
広
大
な
面

積
と
な
っ
た
管
内
に
お
い
て
、
的

確
な
初
動
体
制
の
整
備
と
適
切
な

指
揮
命
令
に
手
腕
を
発
揮
。
多
く

の
人
命
と
財
産
を
守
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
災
害
時
応
援
協
定
と
い

う
考
え
方
が
定
着
し
て
い
な
か
っ

た
平
成
７
年
１
月
の
阪
神
淡
路
大

震
災
で
は
、
テ
レ
ビ
越
し
に
流
れ

て
く
る
災
害
を
目
の
あ
た
り
に
し

て
、
助
け
に
行
き
た
く
て
も
行
け

な
い
も
ど
か
し
さ
に
悩
ま
れ
た
そ

う
で
す
。

　
退
職
後
は
、
再
就
職
し
た
福
祉

施
設
で
防
火
意
識
を
高
め
る
取
り

組
み
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
に
お
い
て
防
火
・
防
災
意
識

の
高
揚
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
11
年
12
月
に
八
木
町
公
平

委
員
会
委
員
に
就
任
以
来
、
合
併

後
も
引
き
続
き
南
丹
市
公
平
委
員

会
委
員
と
し
て
、
11
年
５
カ
月
以

上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
職
務
に
従

事
さ
れ
、
現
在
も
職
員
の
人
事
行

政
に
お
け
る
公
平
・
公
正
な
運
営

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

行
政
委
員
へ
の
女
性
登
用
の
先
駆

者
と
し
て
、
女
性
の
立
場
を
反
映

さ
せ
る
活
動
に
対
し
て
も
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
10
月
28
日
、

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 八

田

　
敦
子
さ
ん
（
八
木
町
）

は
っ 

た

　
　

  

あ
つ 

こ

内
ない

藤
とう

　武
たけし

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」　
を
み
ん
な
の
力
で

―
輝
け

　
も
の
・
技
・
人―
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防
を
中
心
に
人
命
と
財
産
を
守
る

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
と
り

わ
け
、
平
成
11
年
４
月
か
ら
は
園

部
町
消
防
団
副
団
長
と
し
て
、
ま

た
合
併
後
は
南
丹
市
消
防
団
副
団

長
兼
園
部
支
団
長
と
し
て
陣
頭
指

揮
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
15

年
に
行
わ
れ
た
京
都
府
知
事
表
彰

調
査
で
は
、
消
防
団
幹
部
の
一
人

と
し
て
団
を
ま
と
め
、
「
極
め
て

優
秀
」
と
い
う
最
高
の
評
価
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

　
退
団
後
は
、
地
域
住
民
と
し
て

消
防
団
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
昨
年
の
10
月
か
ら
は
南
丹
市

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
の
ほ
か
、
人

権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
に

寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
40
年
４
月
か
ら
平
成
14
年

３
月
ま
で
の
37
年
間
、
消
防
署
員

と
し
て
火
災
の
抑
圧
や
人
命
救
助

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
京
都
中
部

広
域
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ
た
昭

和
57
年
４
月
以
降
は
、
広
大
な
面

積
と
な
っ
た
管
内
に
お
い
て
、
的

確
な
初
動
体
制
の
整
備
と
適
切
な

指
揮
命
令
に
手
腕
を
発
揮
。
多
く

の
人
命
と
財
産
を
守
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
災
害
時
応
援
協
定
と
い

う
考
え
方
が
定
着
し
て
い
な
か
っ

た
平
成
７
年
１
月
の
阪
神
淡
路
大

震
災
で
は
、
テ
レ
ビ
越
し
に
流
れ

て
く
る
災
害
を
目
の
あ
た
り
に
し

て
、
助
け
に
行
き
た
く
て
も
行
け

な
い
も
ど
か
し
さ
に
悩
ま
れ
た
そ

う
で
す
。

　
退
職
後
は
、
再
就
職
し
た
福
祉

施
設
で
防
火
意
識
を
高
め
る
取
り

組
み
に
尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
に
お
い
て
防
火
・
防
災
意
識

の
高
揚
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
11
年
12
月
に
八
木
町
公
平

委
員
会
委
員
に
就
任
以
来
、
合
併

後
も
引
き
続
き
南
丹
市
公
平
委
員

会
委
員
と
し
て
、
11
年
５
カ
月
以

上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
職
務
に
従

事
さ
れ
、
現
在
も
職
員
の
人
事
行

政
に
お
け
る
公
平
・
公
正
な
運
営

に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

行
政
委
員
へ
の
女
性
登
用
の
先
駆

者
と
し
て
、
女
性
の
立
場
を
反
映

さ
せ
る
活
動
に
対
し
て
も
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
10
月
28
日
、

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 八

田

　
敦
子
さ
ん
（
八
木
町
）

は
っ 

た

　
　

  

あ
つ 

こ

内
ない

藤
とう

　武
たけし

「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」　
を
み
ん
な
の
力
で

―

輝
け

　
も
の
・
技
・
人―
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○
一
般
会
計
の
決
算

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
２
３
０
億
８
１
６
４
万
円
、

歳
出
総
額
２
２
１
億
６
７
９
４
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は
９

億
１
３
７
０
万
円
で
こ
の
う
ち
翌
年
度

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
４
億
９
７
５
４

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
４

億
１
６
１
６
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

　
南
丹
市
で
は
、
今
後
も
事
務
事
業
の

見
直
し
を
積
極
的
に
行
い
、
長
期
的
に

安
定
し
た
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し

ま
す
。
　

　皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるの
かを知っていただくため、年２回財政状況を公表しています。
　今回は平成２２年度（平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで）
の決算状況と平成２３年度上半期（平成２３年４月１日から平成２３年９月
３０日）までの予算執行状況をお知らせします。

『南
丹市の家

計簿』

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引

名　　　称

34億4,037万円
2,283万円

31億　311万円
4,503万円

7億3,053万円
29億　911万円
2億5,507万円
4億2,472万円

34億1,055万円
2,283万円

30億3,356万円
4,343万円

6億9,624万円
28億5,271万円
2億5,507万円
4億1,968万円

2,982万円
0万円

6,955万円
160万円
3,429万円
5,640万円

0万円
504万円

4億4,475万円
3,348万円

3億9,451万円
1億9,837万円

5,024万円
▲1億6,489万円

上水道事業
収益的
資本的

歳　入 歳　出 差　引

企業会計

特別会計

一般会計  歳  入
２３０億８,１６４万円

一般会計  歳  出
２２１億６,７９４万円

広報なんたん12・1月号 広報なんたん12・1月号

平成22年度
決算

※単位未満四捨五入

○
特
別
会
計
の
決
算

　
特
別
会
計
と
は
、
特
別
な
事
業
を
行

う
た
め
に
一
般
会
計
と
分
け
て
い
る
会

計
の
こ
と
で
す
。
国
か
ら
の
補
助
金
な

ど
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
経
費
は
受
益
者

（
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
）
が
負

担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
南
丹
市
に
は
８
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
成
22
年
度
の
決
算

状
況
は
右
図
の
と
お
り
で
す
。

○
企
業
会
計
の
決
算

　
企
業
会
計
と
は
、
市
が
直
営
す
る
企

業
の
会
計
の
こ
と
で
す
。
経
営
で
き
る

企
業
は
、
公
共
の
利
益
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
特
別
に
定
め
ら
れ
た
も
の
だ

け
で
す
。

　
南
丹
市
は
水
道
事
業
を
企
業
会
計
と

し
て
お
り
、
収
益
的
収
支
５
０
２
４
万

円
の
純
利
益
（
黒
字
）
を
計
上
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
で
は
、
１
億
６
４
８
９

万
円
の
収
入
不
足
と
な
り
ま
し
た
が
、

留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」としています。

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」としています。

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
南丹市上水道事業会計
南丹市簡易水道事業特別会計
南丹市下水道事業特別会計

－
－
－

20.00％

指標

平成22年度
早期健全化基準
財政再生基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

12.78％
20.00％

17.78％
35.00％

－ 　 －　 20.2％
25.0％
35.0％

167.3％
350.0％

自主財源（27.4％）
　　 63億3,099万円
市が独自に確保したお金

依存財源（72.6％）
　　167億5,065万円
国・府から交付、割当を
受けたお金

民生費 48億8,436万円　22.0%

市税
45億5,294万円　19.7%

繰入金
4,559万円　0.2%

その他
（財産収入、寄附金、繰越金）
8億5,377万円　3.7%

諸収入
5億8,352万円　2.5%

使用料及び手数料
1億4,885万円　0.7%

分担金及び負担金
1億4,632万円　0.6%

地方譲与税、交付金
7億9,956万円　3.5%

府支出金
13億9,035万円　6.0%

市債
23億3,550万円　10.1%

国庫支出金
21億1,841万円　9.2%

地方交付税
101億　683万円
　　43.8%

災害復旧費 1,566万円　0.1%

労働費 6,304万円　0.3%

土木費 39億8,403万円
18.0%

総務費 35億　529万円　15.9%

衛生費 20億　294万円
9.0%

教育費 16億1,793万円
7.3%

農林水産業費
10億9,687万円　4.9%

消防費 7億　137万円　3.2%

商工費 3億3,575万円　1.5%

公債費 37億7,929万円　17.0%

議会費 1億8,141万円　0.8%

○
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
公

共
団
体
は
毎
年
度
、
決
算
に
基
づ
い
て

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
算
定
し
、
監

査
委
員
会
の
審
査
に
付
し
た
上
で
、
そ

の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

財政状況 を公表します！

財政状況を公表します！

国民健康保険事業
老 人 保 健 事 業
介 護 保 険 事 業
市営バス運行事業
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業
土 地 取 得 事 業
後期高齢者医療事業
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○
一
般
会
計
の
決
算

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
総
額
２
３
０
億
８
１
６
４
万
円
、

歳
出
総
額
２
２
１
億
６
７
９
４
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は
９

億
１
３
７
０
万
円
で
こ
の
う
ち
翌
年
度

に
繰
り
越
す
べ
き
財
源
４
億
９
７
５
４

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
４

億
１
６
１
６
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

　
南
丹
市
で
は
、
今
後
も
事
務
事
業
の

見
直
し
を
積
極
的
に
行
い
、
長
期
的
に

安
定
し
た
健
全
な
財
政
運
営
を
目
指
し

ま
す
。
　

　皆さんの税金がどのように使われ、市の財政がどのような状況にあるの
かを知っていただくため、年２回財政状況を公表しています。
　今回は平成２２年度（平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日まで）
の決算状況と平成２３年度上半期（平成２３年４月１日から平成２３年９月
３０日）までの予算執行状況をお知らせします。

『南
丹市の家

計簿』

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引

名　　　称

34億4,037万円
2,283万円

31億　311万円
4,503万円

7億3,053万円
29億　911万円
2億5,507万円
4億2,472万円

34億1,055万円
2,283万円

30億3,356万円
4,343万円

6億9,624万円
28億5,271万円
2億5,507万円
4億1,968万円

2,982万円
0万円

6,955万円
160万円
3,429万円
5,640万円

0万円
504万円

4億4,475万円
3,348万円

3億9,451万円
1億9,837万円

5,024万円
▲1億6,489万円

上水道事業
収益的
資本的

歳　入 歳　出 差　引

企業会計

特別会計

一般会計  歳  入
２３０億８,１６４万円

一般会計  歳  出
２２１億６,７９４万円

広報なんたん12・1月号 広報なんたん12・1月号

平成22年度
決算

※単位未満四捨五入

○
特
別
会
計
の
決
算

　
特
別
会
計
と
は
、
特
別
な
事
業
を
行

う
た
め
に
一
般
会
計
と
分
け
て
い
る
会

計
の
こ
と
で
す
。
国
か
ら
の
補
助
金
な

ど
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
経
費
は
受
益
者

（
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
）
が
負

担
す
る
の
が
原
則
で
す
。

　
南
丹
市
に
は
８
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
平
成
22
年
度
の
決
算

状
況
は
右
図
の
と
お
り
で
す
。

○
企
業
会
計
の
決
算

　
企
業
会
計
と
は
、
市
が
直
営
す
る
企

業
の
会
計
の
こ
と
で
す
。
経
営
で
き
る

企
業
は
、
公
共
の
利
益
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
特
別
に
定
め
ら
れ
た
も
の
だ

け
で
す
。

　
南
丹
市
は
水
道
事
業
を
企
業
会
計
と

し
て
お
り
、
収
益
的
収
支
５
０
２
４
万

円
の
純
利
益
（
黒
字
）
を
計
上
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
資
本
的
収
支
で
は
、
１
億
６
４
８
９

万
円
の
収
入
不
足
と
な
り
ま
し
た
が
、

留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」としています。

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」としています。

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
南丹市上水道事業会計
南丹市簡易水道事業特別会計
南丹市下水道事業特別会計

－
－
－

20.00％

指標

平成22年度
早期健全化基準
財政再生基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

12.78％
20.00％

17.78％
35.00％

－ 　 －　 20.2％
25.0％
35.0％

167.3％
350.0％

自主財源（27.4％）
　　 63億3,099万円
市が独自に確保したお金

依存財源（72.6％）
　　167億5,065万円
国・府から交付、割当を
受けたお金

民生費 48億8,436万円　22.0%

市税
45億5,294万円　19.7%

繰入金
4,559万円　0.2%

その他
（財産収入、寄附金、繰越金）
8億5,377万円　3.7%

諸収入
5億8,352万円　2.5%

使用料及び手数料
1億4,885万円　0.7%

分担金及び負担金
1億4,632万円　0.6%

地方譲与税、交付金
7億9,956万円　3.5%

府支出金
13億9,035万円　6.0%

市債
23億3,550万円　10.1%

国庫支出金
21億1,841万円　9.2%

地方交付税
101億　683万円
　　43.8%

災害復旧費 1,566万円　0.1%

労働費 6,304万円　0.3%

土木費 39億8,403万円
18.0%

総務費 35億　529万円　15.9%

衛生費 20億　294万円
9.0%

教育費 16億1,793万円
7.3%

農林水産業費
10億9,687万円　4.9%

消防費 7億　137万円　3.2%

商工費 3億3,575万円　1.5%

公債費 37億7,929万円　17.0%

議会費 1億8,141万円　0.8%

○
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
公

共
団
体
は
毎
年
度
、
決
算
に
基
づ
い
て

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
を
算
定
し
、
監

査
委
員
会
の
審
査
に
付
し
た
上
で
、
そ

の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

財政状況 を公表します！

財政状況を公表します！

国民健康保険事業
老 人 保 健 事 業
介 護 保 険 事 業
市営バス運行事業
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業
土 地 取 得 事 業
後期高齢者医療事業
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平成23年度予算

市の借入金（市債）

借入現在高   ５７６億１，４２２万円

市民１人当たりの借入金　168万円 

　小・中学校の校舎のように将来まで役立つ施設の
建設費などを次世代の人々にも負担していただこう
という考えに基づき、借入れるものです。

※うち地方交付税で補てんされる分（見込み）は
約310億円（53.8％）で実質市民１人当たりの借
入金は約77万円となります。

特別会計

一般会計

企業会計（上水道事業）

1世帯当たりに使わ
れる市のお金
　　166万円

1世帯当たりが負担
する税金（市税）
　    31万円

一般会計

市民１人当たりに使わ
れる市のお金
       66万円

市民１人当たりが負担
する税金（市税）
       12万円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

財
務
課

℡
０
７
７
１
|
６
８
|
０
０
１
８

名　　　称 予  算  額 収 入 済 額 収 入 率 支 出 済 額 支 出 率
35億5,453万円
31億3,860万円

5,144万円
6億7,260万円
27億　300万円
2億5,863万円
4億5,122万円

12億7,323万円
12億　215万円

1,093万円
2億1,375万円
3億4,743万円
1,548万円

1億3,137万円

35.8%
38.3%
21.2%
31.8%
12.9%
6.0%
29.1%

14億2,892万円
12億9,343万円

2,093万円
2億3,495万円
11億　　1万円

1,341万円
1億3,380万円

40.2%
41.2%
40.7%
34.9%
40.7%
5.2%
29.7%

国民健康保険事業
介 護 保 険 事 業
市営バス運行事業
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業
土 地 取 得 事 業 
後期高齢者医療事業

一般会計　２８９億９，９５３万円
特別会計　２６８億８，８５０万円
企業会計 　 １７億２，６１９万円

※繰越予算額を含む。単位未満四捨五入

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算÷人口または世帯数
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算÷人口または世帯数
※人口　３４，３７４人　　世帯数　１３，６８１世帯
　（平成２３年９月３０日現在）

支出済額
6,903万円
5,733万円

支出率
16.5%
20.1%

区分
収益的
資本的

収入予算額
4億3,430万円
8,381万円

収入済額
2億1,784万円

685万円

収入率
50.2%
8.2%

支出予算額
4億1,947万円
2億8,587万円

地方交付税

市税

市債

国庫支出金

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

96億8,254万円

41億9,911万円
24億8,557万円（59.2％）

24億7,670万円　　　　 
0万円（0.0%）

9,645万円（6.5％）

7億1,421万円（41.4％）
17億2,307万円

14億9,344万円

3億3,766万円
1,341万円（4.0％）

2億　500万円
6,022万円（29.4％）

25億3,335万円
16億3,129万円（64.4％）

67億8,999万円（70.1%）

予算額
収入済額
収入率

２２６億５，０８７万円
１１７億９，１１４万円

５２.１％

収入済額
予 算 額

（収入率）

民生費

公債費

土木費

総務費

衛生費

教育費

農林水産業費

その他

55億8,276万円

予算額
支出済額
支出率

２２６億５，０８7万円
７６億５，２２１万円

３３．８％

18億7,693万円（33.6％）

38億1,537万円

36億3,758万円

31億1,106万円

20億8,239万円

18億9,299万円（49.6％）

4億9,409万円（13.6％）

9億2,647万円（29.8％）

8億6,552万円（41.6％）

18億5,134万円

10億4,451万円

15億2,586万円

6億7,041万円（36.2％）

2億6,298万円（25.2％）

6億6,282万円（43.4％）

支出済額
予 算 額

（支出率）

財政状況を公表します！

※ 平成２３年９月３０日現在

1213 広報なんたん12・1月号 広報なんたん12・1月号
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平成23年度予算

市の借入金（市債）

借入現在高   ５７６億１，４２２万円

市民１人当たりの借入金　168万円 

　小・中学校の校舎のように将来まで役立つ施設の
建設費などを次世代の人々にも負担していただこう
という考えに基づき、借入れるものです。

※うち地方交付税で補てんされる分（見込み）は
約310億円（53.8％）で実質市民１人当たりの借
入金は約77万円となります。

特別会計

一般会計

企業会計（上水道事業）

1世帯当たりに使わ
れる市のお金
　　166万円

1世帯当たりが負担
する税金（市税）
　    31万円

一般会計

市民１人当たりに使わ
れる市のお金
       66万円

市民１人当たりが負担
する税金（市税）
       12万円

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

財
務
課

℡
０
７
７
１
|
６
８
|
０
０
１
８

名　　　称 予  算  額 収 入 済 額 収 入 率 支 出 済 額 支 出 率
35億5,453万円
31億3,860万円

5,144万円
6億7,260万円
27億　300万円
2億5,863万円
4億5,122万円

12億7,323万円
12億　215万円

1,093万円
2億1,375万円
3億4,743万円
1,548万円

1億3,137万円

35.8%
38.3%
21.2%
31.8%
12.9%
6.0%
29.1%

14億2,892万円
12億9,343万円

2,093万円
2億3,495万円
11億　　1万円

1,341万円
1億3,380万円

40.2%
41.2%
40.7%
34.9%
40.7%
5.2%
29.7%

国民健康保険事業
介 護 保 険 事 業
市営バス運行事業
簡 易 水 道 事 業
下 水 道 事 業
土 地 取 得 事 業 
後期高齢者医療事業

一般会計　２８９億９，９５３万円
特別会計　２６８億８，８５０万円
企業会計 　 １７億２，６１９万円

※繰越予算額を含む。単位未満四捨五入

◆算出方法◆
市民（世帯）に使われるお金＝総予算÷人口または世帯数
市民（世帯）が負担する税金＝市税予算÷人口または世帯数
※人口　３４，３７４人　　世帯数　１３，６８１世帯
　（平成２３年９月３０日現在）

支出済額
6,903万円
5,733万円

支出率
16.5%
20.1%

区分
収益的
資本的

収入予算額
4億3,430万円
8,381万円

収入済額
2億1,784万円

685万円

収入率
50.2%
8.2%

支出予算額
4億1,947万円
2億8,587万円

地方交付税

市税

市債

国庫支出金

府支出金

繰入金

地方譲与税

その他

96億8,254万円

41億9,911万円
24億8,557万円（59.2％）

24億7,670万円　　　　 
0万円（0.0%）

9,645万円（6.5％）

7億1,421万円（41.4％）
17億2,307万円

14億9,344万円

3億3,766万円
1,341万円（4.0％）

2億　500万円
6,022万円（29.4％）

25億3,335万円
16億3,129万円（64.4％）

67億8,999万円（70.1%）

予算額
収入済額
収入率

２２６億５，０８７万円
１１７億９，１１４万円

５２.１％

収入済額
予 算 額

（収入率）

民生費

公債費

土木費

総務費

衛生費

教育費

農林水産業費

その他

55億8,276万円

予算額
支出済額
支出率

２２６億５，０８7万円
７６億５，２２１万円

３３．８％

18億7,693万円（33.6％）

38億1,537万円

36億3,758万円

31億1,106万円

20億8,239万円

18億9,299万円（49.6％）

4億9,409万円（13.6％）

9億2,647万円（29.8％）

8億6,552万円（41.6％）

18億5,134万円

10億4,451万円

15億2,586万円

6億7,041万円（36.2％）

2億6,298万円（25.2％）

6億6,282万円（43.4％）

支出済額
予 算 額

（支出率）

財政状況を公表します！

※ 平成２３年９月３０日現在

1213 広報なんたん12・1月号 広報なんたん12・1月号
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中
高
層
建
物
で
の
火
災
に
備
え

避
難
・
救
助
・
消
火
訓
練
実
施

―
平
成
23
年
度
南
丹
市
営
住
宅

　
　
　園
部
向
河
原
団
地
消
防
訓
練
―

　

秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

11
月
６
日
、
市
営
住
宅
園
部
向
河
原
団

地
で
消
防
訓
練
を
実
施
。
３
階
の
一
室

か
ら
出
火
延
焼
し
た
と
の
想
定
で
、
住

民
に
よ
る
通
報
や
避
難
訓
練
の
ほ
か
、

園
部
消
防
署
に
よ
る
は
し
ご
車
を
使
っ

た
救
出
や
高
所
か
ら
の
消
火
活
動
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
屋
内
消
火
栓
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
消

火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
で
は
小
学
生
も

積
極
的
に
参
加
。
防
火
意
識
の
高
揚
と

初
動
対
応
の
習
熟
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

高
校
生
か
ら
楽
し
く
英
語
学
ぶ

 

―
小
・
高
連
携
事
業

　外
国
語
活
動

 

　

　
　
　
　パ
ー
ト
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
―

　

校
種
間
連
携
事
業
と
し
て
、
10
月
26

日
に
園
部
高
等
学
校
京
都
国
際
科
２
年

生
と
八
木
・
富
本
・
新
庄
・
吉
富
・
神

吉
小
学
校
の
５
・
６
年
生
が
、
英
語
で

自
己
紹
介
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
交
流
し
ま

し
た
。
中
に
は
一
対
一
で
丁
寧
に
指
導

す
る
高
校
生
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
生
は
こ
れ
ま
で
習
っ
た
英
語
を
活

用
し
、
初
め
て
出
会
う
高
校
生
と
一
生

懸
命
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
い
ま
し
た
。
な
お
、
11
月
７
日
に
は

園
部
第
二
小
学
校
の
６
年
生
も
同
様
の

英
語
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
交
通
安
全
に
ご
協
力
を

―
南
丹
船
井
交
通
安
全
大
会
―

　

11
月
19
日
、
京
丹
波
町
の
道
の
駅

「
和
」
で
開
催
。
南
丹
船
井
交
通
安
全

協
会
員
の
方
々
が
、
道
の
駅
を
訪
れ
た

方
に
、
グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
な
ど
、
交

通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
記
念
式

典
で
は
、15
年
間
交
通
指
導
員
と
し
て
、

月
２
回
、
小
・
中
学
生
の
登
校
時
に
交

通
指
導
を
さ
れ
て
い
る
南
丹
市
交
通
指

導
員
会
副
会
長
の
中
島
武
男
さ
ん
や
、

毎
年
全
校
児
童
対
象
の
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
、
登
校
時
の
見
守
り
活
動
を

地
域
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
て
い
る
平
屋
小

学
校
な
ど
、
交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
雪
が
積
も
っ
て
も
安
心

―
平
成
23
年
度
南
丹
市
・
京
丹
波
町

　
　
　
　
　
　
　雪
か
き
隊
出
動
式
―

　

12
月
２
日
、
雪
か
き
隊
出
動
式
を
美

山
支
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
12
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
15
日

ま
で
の
間
、
計
画
に
基
づ
き
除
雪
作
業

を
行
い
ま
す
が
、
冬
本
番
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
除
雪
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
作
業
に
携
わ
る
方
々
を
激
励
す
る

催
し
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
式

典
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
が
並

び
、
参
加
し
た
宮
島
小
学
校
の
児
童
や

み
や
ま
保
育
所
の
園
児
が
、
機
械
の
説

明
を
受
け
た
後
、
試
乗
を
し
ま
し
た
。

▲留学生や高校生から丁寧な指導を受ける小学生

▲除雪車の説明を聞く宮島小学校の児童とみやま保育所の園児

▲逃げ遅れた住民の救助訓練をする消防署員

　
生
の
声
を
聞
い
て
市
政
に
反
映

―
平
成
23
年
度
市
政
懇
談
会
―

　

11
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
、
市
内
12

会
場
で
開
催
。
４
２
７
人
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
最
も
お

伝
え
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
市
長
か
ら

南
丹
市
の
原
子
力
防
災
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
ま
た
教
育
長
か
ら
学
校

教
育
環
境
整
備
等
検
討
委
員
会
な
ど
か

ら
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
の
ち
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
、
地
域
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
質
疑
回
答
の
一
部
を
次
号
広

報
な
ん
た
ん
で
紹
介
し
ま
す
。

▲佐々木市長による防災対策の説明を聞く参加者（美山文化ホール）

こ
と
ば
の
宝
石
、
み
ー
つ
け
た
！

 

―「
き
ら
り
・
本
の
こ
と
ば
」

 

　コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
・
記
念
講
演
―

　

11
月
27
日
、
日
吉
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
市
内
の
小
・
中
学
生
が
、

読
書
活
動
の
中
で
心
に
残
っ
た
言
葉
と

そ
れ
に
つ
い
て
の
感
想
を
文
章
や
絵
に

し
て
表
現
し
た
合
計
２
４
０
点
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
41
人
の
児
童
・
生
徒

を
表
彰
。
記
念
講
演
で
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
宮

田
修
さ
ん
を
招
き
、「
話
し
て
伝
え
る
楽

し
さ
苦
し
さ
」
と
題
し
て
、
自
身
の
経

験
を
踏
ま
え
言
葉
の
重
み
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲森教育長から表彰される児童・生徒

行
政

 
ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics

▲数学の授業をする園部中学校の福西茂樹先生

▲テレビの収録をする英語担当の黄楊川先生

身
近
な
テ
レ
ビ
が
教
室
に
変
身

 

―
な
ん
た
ん
テ
レ
ビ
学ま
な

舎び
や

―

　

11
月
23
日
か
ら
、
「
な
ん
た
ん
テ
レ

ビ
学
舎
」
の
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
番
組
は
、
南
丹
市
内
の
中
学
３

年
生
を
対
象
に
、
家
庭
学
習
支
援
の
一

環
と
し
て
教
育
委
員
会
が
提
供
す
る
も

の
で
、
市
立
中
学
校
の
現
役
教
員
が
講

師
と
し
て
出
演
し
、
「
国
語
」
「
数

学
」
「
英
語
」
の
３
教
科
を
、
毎
週
水

曜
日
午
後
９
時
か
ら
、
各
教
科
そ
れ
ぞ

れ
５
回
程
度
の
シ
リ
ー
ズ
で
放
送
。
な

お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
未
加
入
の
家
庭
も
あ

る
た
め
、
各
中
学
校
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布

し
活
用
を
図
り
ま
す
。
今
回
、
英
語
の

講
座
を
担
当
さ
れ
た
園
部
中
学
校
の
黄

楊
川
淳
先
生
は
、
「
普
段
は
生
徒
の
顔

を
見
て
、
反
応
を
確
か
め
な
が
ら
進
め

ま
す
が
、
顔
が
見
え
な
い
と
授
業
を
進

め
る
速
さ
が
適
切
か
ど
う
か
つ
か
め
ま

せ
ん
。
放
送
で
は
、
時
間
内
に
要
点
を

的
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
試
行

的
な
取
り
組
み
で
す
が
、
将
来
的
に
は

学
校
教
育
情
報
を
家
庭
に
お
届
け
す
る

番
組
と
し
て
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実
す

る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

▲活動内容の表彰を受ける平屋小学校の児童
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中
高
層
建
物
で
の
火
災
に
備
え

避
難
・
救
助
・
消
火
訓
練
実
施

―
平
成
23
年
度
南
丹
市
営
住
宅

　
　
　園
部
向
河
原
団
地
消
防
訓
練
―

　

秋
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
、

11
月
６
日
、
市
営
住
宅
園
部
向
河
原
団

地
で
消
防
訓
練
を
実
施
。
３
階
の
一
室

か
ら
出
火
延
焼
し
た
と
の
想
定
で
、
住

民
に
よ
る
通
報
や
避
難
訓
練
の
ほ
か
、

園
部
消
防
署
に
よ
る
は
し
ご
車
を
使
っ

た
救
出
や
高
所
か
ら
の
消
火
活
動
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
屋
内
消
火
栓
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
消

火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
で
は
小
学
生
も

積
極
的
に
参
加
。
防
火
意
識
の
高
揚
と

初
動
対
応
の
習
熟
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

高
校
生
か
ら
楽
し
く
英
語
学
ぶ

 

―
小
・
高
連
携
事
業

　外
国
語
活
動

 

　

　
　
　
　パ
ー
ト
ナ
ー
ス
ク
ー
ル
―

　

校
種
間
連
携
事
業
と
し
て
、
10
月
26

日
に
園
部
高
等
学
校
京
都
国
際
科
２
年

生
と
八
木
・
富
本
・
新
庄
・
吉
富
・
神

吉
小
学
校
の
５
・
６
年
生
が
、
英
語
で

自
己
紹
介
や
ゲ
ー
ム
を
行
い
交
流
し
ま

し
た
。
中
に
は
一
対
一
で
丁
寧
に
指
導

す
る
高
校
生
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

小
学
生
は
こ
れ
ま
で
習
っ
た
英
語
を
活

用
し
、
初
め
て
出
会
う
高
校
生
と
一
生

懸
命
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ

て
い
ま
し
た
。
な
お
、
11
月
７
日
に
は

園
部
第
二
小
学
校
の
６
年
生
も
同
様
の

英
語
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
交
通
安
全
に
ご
協
力
を

―
南
丹
船
井
交
通
安
全
大
会
―

　

11
月
19
日
、
京
丹
波
町
の
道
の
駅

「
和
」
で
開
催
。
南
丹
船
井
交
通
安
全

協
会
員
の
方
々
が
、
道
の
駅
を
訪
れ
た

方
に
、
グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
な
ど
、
交

通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
記
念
式

典
で
は
、15
年
間
交
通
指
導
員
と
し
て
、

月
２
回
、
小
・
中
学
生
の
登
校
時
に
交

通
指
導
を
さ
れ
て
い
る
南
丹
市
交
通
指

導
員
会
副
会
長
の
中
島
武
男
さ
ん
や
、

毎
年
全
校
児
童
対
象
の
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
、
登
校
時
の
見
守
り
活
動
を

地
域
ぐ
る
み
で
行
わ
れ
て
い
る
平
屋
小

学
校
な
ど
、
交
通
安
全
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
で
雪
が
積
も
っ
て
も
安
心

―
平
成
23
年
度
南
丹
市
・
京
丹
波
町

　
　
　
　
　
　
　雪
か
き
隊
出
動
式
―

　

12
月
２
日
、
雪
か
き
隊
出
動
式
を
美

山
支
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

毎
年
12
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
15
日

ま
で
の
間
、
計
画
に
基
づ
き
除
雪
作
業

を
行
い
ま
す
が
、
冬
本
番
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
除
雪
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
作
業
に
携
わ
る
方
々
を
激
励
す
る

催
し
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。
式

典
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
が
並

び
、
参
加
し
た
宮
島
小
学
校
の
児
童
や

み
や
ま
保
育
所
の
園
児
が
、
機
械
の
説

明
を
受
け
た
後
、
試
乗
を
し
ま
し
た
。

▲留学生や高校生から丁寧な指導を受ける小学生

▲除雪車の説明を聞く宮島小学校の児童とみやま保育所の園児

▲逃げ遅れた住民の救助訓練をする消防署員

　
生
の
声
を
聞
い
て
市
政
に
反
映

―
平
成
23
年
度
市
政
懇
談
会
―

　

11
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
、
市
内
12

会
場
で
開
催
。
４
２
７
人
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
最
も
お

伝
え
し
た
い
こ
と
と
し
て
、
市
長
か
ら

南
丹
市
の
原
子
力
防
災
対
策
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
ま
た
教
育
長
か
ら
学
校

教
育
環
境
整
備
等
検
討
委
員
会
な
ど
か

ら
の
中
間
報
告
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
の
ち
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
考
え
方
、
地
域
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意
見
や
ご
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
質
疑
回
答
の
一
部
を
次
号
広

報
な
ん
た
ん
で
紹
介
し
ま
す
。

▲佐々木市長による防災対策の説明を聞く参加者（美山文化ホール）

こ
と
ば
の
宝
石
、
み
ー
つ
け
た
！

 

―「
き
ら
り
・
本
の
こ
と
ば
」

 

　コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
・
記
念
講
演
―

　

11
月
27
日
、
日
吉
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
。
市
内
の
小
・
中
学
生
が
、

読
書
活
動
の
中
で
心
に
残
っ
た
言
葉
と

そ
れ
に
つ
い
て
の
感
想
を
文
章
や
絵
に

し
て
表
現
し
た
合
計
２
４
０
点
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
41
人
の
児
童
・
生
徒

を
表
彰
。
記
念
講
演
で
は
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
宮

田
修
さ
ん
を
招
き
、「
話
し
て
伝
え
る
楽

し
さ
苦
し
さ
」
と
題
し
て
、
自
身
の
経

験
を
踏
ま
え
言
葉
の
重
み
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲森教育長から表彰される児童・生徒

行
政

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

Topics

▲数学の授業をする園部中学校の福西茂樹先生

▲テレビの収録をする英語担当の黄楊川先生

身
近
な
テ
レ
ビ
が
教
室
に
変
身

 

―
な
ん
た
ん
テ
レ
ビ
学ま
な

舎び
や

―

　

11
月
23
日
か
ら
、
「
な
ん
た
ん
テ
レ

ビ
学
舎
」
の
放
送
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
番
組
は
、
南
丹
市
内
の
中
学
３

年
生
を
対
象
に
、
家
庭
学
習
支
援
の
一

環
と
し
て
教
育
委
員
会
が
提
供
す
る
も

の
で
、
市
立
中
学
校
の
現
役
教
員
が
講

師
と
し
て
出
演
し
、
「
国
語
」
「
数

学
」
「
英
語
」
の
３
教
科
を
、
毎
週
水

曜
日
午
後
９
時
か
ら
、
各
教
科
そ
れ
ぞ

れ
５
回
程
度
の
シ
リ
ー
ズ
で
放
送
。
な

お
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
未
加
入
の
家
庭
も
あ

る
た
め
、
各
中
学
校
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布

し
活
用
を
図
り
ま
す
。
今
回
、
英
語
の

講
座
を
担
当
さ
れ
た
園
部
中
学
校
の
黄

楊
川
淳
先
生
は
、
「
普
段
は
生
徒
の
顔

を
見
て
、
反
応
を
確
か
め
な
が
ら
進
め

ま
す
が
、
顔
が
見
え
な
い
と
授
業
を
進

め
る
速
さ
が
適
切
か
ど
う
か
つ
か
め
ま

せ
ん
。
放
送
で
は
、
時
間
内
に
要
点
を

的
確
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
試
行

的
な
取
り
組
み
で
す
が
、
将
来
的
に
は

学
校
教
育
情
報
を
家
庭
に
お
届
け
す
る

番
組
と
し
て
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実
す

る
方
向
で
考
え
て
い
ま
す
。

▲活動内容の表彰を受ける平屋小学校の児童



16　広報なんたん12・1月号

　南丹市市民提案型まちづ
くり活動支援交付金を活用
し、「平屋地域での子育て
支援活動」を取材しまし
た。地域で子育てっていい
ですね。とても温かくて、
笑い声がいっぱいで。みん
なで食べると食事もおいし
いし、こんな取り組みがい
ろんなところで開催された
ら、子どもたちだけでなく
て地域がもっと元気になり
ますよね。きっと！
学生リポーター
京都伝統工芸大学校

西久保　光

　皆さんこんにちは。地域振興課協働推進係です。
　このコーナーでは、市民協働・市民参加に関する
さまざまな情報を皆さんにお届けします。今回は、
なんたんテレビで大活躍中の“学生リポーター”をご
紹介します。

市民参加と協働の推進に関することは　地域振興課　0771－68－0019まで

　高齢の方や体の不自由な方にも利用いただきやすくするため、園部法務局の旧庁舎を福祉事務所
（４号庁舎）として開設し、日常生活に関係する相談など、福祉を中心とした総合窓口として運用
しています。また、福祉事務所の移転に伴い、教育委員会が２号庁舎へ移動しました。移動のあっ
た各フロアの配置は次のとおりです。

　市民提案型まちづくり活動支援交付金を活用し、取り組みを進める団体は年々増えています。
　それぞれの団体が地域をよくするため、いろいろなアイデアを出し合う。そんな場がどんどん広
がりを見せ、地域がますます元気になっています。今後は、学生の皆さんだけでなく、幅広く市民
の皆さんに、それぞれの視点でリポートいただき、それぞれの視点でお伝えいただく。そんな機会
づくりを積極的に進めていきたいと考えています。

幅広い世代の市民リポーターに活躍いただける場をつくります

　前回の広報紙で紹介したとおり、本市では「南丹市らしさ発見物語～市民協働のススメ～」と題
し、市民提案型まちづくり活動支援交付金を活用して、さまざまなまちづくり事業に取り組む市民
活動団体の方に、その楽しさや手法などをインタビューし、分かりやすくお伝えする番組を放映し
ています。放送日は、毎月第２木曜日から１週間です。
　そこで現在活躍していただいているのが学生リポーターの皆さん。ご存知のとおり南丹市には、
多くの学校が立地しており、「ものづくりのまち」だけでなく「学生のまち」としての側面を併せ
持っています。そのような中で、学生の皆さんの目線を生かし、地域をさらに元気にするととも
に、まちの特長を際立たせていくのが学生リポーターの取り組みです。現在３人のリポーターが活
躍し、さまざまな取り組みに参加しながらリポートしていただいています。

学生リポーターの取り組み
大活躍中です 学生リポーター

福祉事務所の移転により
各フロアの配置が変更になりました

２号庁舎１階

＜お詫びと訂正＞ 広報なんたん10・11月号の記事に、次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正します。
◇８ページ：「給与を公表します」左下の「（６）職員手当の状況」の期末勤勉手当の合計

（誤） （正）
６月期合計：1.950（1.950）
12月期合計：2.000（2.000）

６月期合計：1.900（1.900）
12月期合計：2.050（2.050）

４号庁舎１階 ４号庁舎２階

8

インフォメーション



17 　広報なんたん12・1月号

　南丹市市民提案型まちづ
くり活動支援交付金を活用
し、「平屋地域での子育て
支援活動」を取材しまし
た。地域で子育てっていい
ですね。とても温かくて、
笑い声がいっぱいで。みん
なで食べると食事もおいし
いし、こんな取り組みがい
ろんなところで開催された
ら、子どもたちだけでなく
て地域がもっと元気になり
ますよね。きっと！
学生リポーター
京都伝統工芸大学校

西久保　光

　皆さんこんにちは。地域振興課協働推進係です。
　このコーナーでは、市民協働・市民参加に関する
さまざまな情報を皆さんにお届けします。今回は、
なんたんテレビで大活躍中の“学生リポーター”をご
紹介します。

市民参加と協働の推進に関することは　地域振興課　0771－68－0019まで

　高齢の方や体の不自由な方にも利用いただきやすくするため、園部法務局の旧庁舎を福祉事務所
（４号庁舎）として開設し、日常生活に関係する相談など、福祉を中心とした総合窓口として運用
しています。また、福祉事務所の移転に伴い、教育委員会が２号庁舎へ移動しました。移動のあっ
た各フロアの配置は次のとおりです。

　市民提案型まちづくり活動支援交付金を活用し、取り組みを進める団体は年々増えています。
　それぞれの団体が地域をよくするため、いろいろなアイデアを出し合う。そんな場がどんどん広
がりを見せ、地域がますます元気になっています。今後は、学生の皆さんだけでなく、幅広く市民
の皆さんに、それぞれの視点でリポートいただき、それぞれの視点でお伝えいただく。そんな機会
づくりを積極的に進めていきたいと考えています。

幅広い世代の市民リポーターに活躍いただける場をつくります

　前回の広報紙で紹介したとおり、本市では「南丹市らしさ発見物語～市民協働のススメ～」と題
し、市民提案型まちづくり活動支援交付金を活用して、さまざまなまちづくり事業に取り組む市民
活動団体の方に、その楽しさや手法などをインタビューし、分かりやすくお伝えする番組を放映し
ています。放送日は、毎月第２木曜日から１週間です。
　そこで現在活躍していただいているのが学生リポーターの皆さん。ご存知のとおり南丹市には、
多くの学校が立地しており、「ものづくりのまち」だけでなく「学生のまち」としての側面を併せ
持っています。そのような中で、学生の皆さんの目線を生かし、地域をさらに元気にするととも
に、まちの特長を際立たせていくのが学生リポーターの取り組みです。現在３人のリポーターが活
躍し、さまざまな取り組みに参加しながらリポートしていただいています。

学生リポーターの取り組み
大活躍中です 学生リポーター

福祉事務所の移転により
各フロアの配置が変更になりました

２号庁舎１階

＜お詫びと訂正＞ 広報なんたん10・11月号の記事に、次のとおり誤りがありました。お詫びして訂正します。
◇８ページ：「給与を公表します」左下の「（６）職員手当の状況」の期末勤勉手当の合計

（誤） （正）
６月期合計：1.950（1.950）
12月期合計：2.000（2.000）

６月期合計：1.900（1.900）
12月期合計：2.050（2.050）

４号庁舎１階 ４号庁舎２階

8

インフォメーション



18　広報なんたん12・1月号

る
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
一

時
的
な
も
の
。
酔
い
は
思
考
の
幅
を
狭

め
、
よ
く
な
い
結
論
を
招
き
か
ね
ま
せ

ん
。

【
③
タ
イ
プ
】

寝
る
前
の
お
酒
は
寝
つ
き
を
よ
く
す

る
一
方
、
眠
り
が
浅
く
な
る
こ
と
か
ら

熟
眠
で
き
ず
、
不
眠
が
悪
化
し
ま
す
。

眠
り
づ
ら
い
と
き
は
、
専
門
医
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

 

■
３
つ
の
タ
イ
プ
を
よ
く
見
る
と

実
は
、
飲
酒
の
悪
習
慣
は
、
う
つ
病

と
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
、

ア
ル
コ
ー
ル
へ
の
依
存
状
態
が
心
配
さ

れ
ま
す
。
依
存
症
は
、

本
人
の
力
だ
け
で
は
回

復
が
難
し
く
、
専
門

家
の
支
援
が
必
要
で
す
。
一
人
で
抱
え

込
ま
ず
に
、
専
門
医
や
相
談
窓
口
で
受

診
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
心
と
体
に
よ
い
お
酒
に
す
る
た
め
に

 　

次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
週
に
２
日
は
肝
臓
を
休
め
る
日
を
作

り
ま
し
ょ
う

・
飲
む
と
き
は
何
か
食
べ
た
り
、
薄
め

た
り
し
ま
し
ょ
う

・
適
量
を
守
り
、
時
間
を
掛
け
て
ゆ
っ

く
り
と
飲
み
ま
し
ょ
う

・
肝
臓
な
ど
の
定
期
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う

該
当
す
る
方
は
危
険
な
飲
み
方
を
さ
れ

て
い
ま
す
！

 
■
危
険
な
３
つ
の
飲
み
方

①
お
酒
の
量
や
飲
む
回
数
が
だ
ん
だ
ん

増
え
て
い
る

②
不
安
や
憂
う
つ
な
気
持
ち
を
紛
ら
わ

せ
る
た
め
に
飲
む

③
眠
る
た
め
に
就
寝
前
に
お
酒
を
飲
む

 

■
ど
う
い
っ
た
危
険
性
が
あ
る
の
？

【
①
タ
イ
プ
】

ア
ル
コ
ー
ル
へ
の
耐
性
が
上
が
り
、

多
く
飲
ま
な
い
と
酔
う
こ
と
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
状
態
。
以
前
と
同
じ
よ

う
に
酔
う
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
お
酒

を
飲
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
を
続
け

る
と
肝
臓
や
脳
な
ど
に
悪
い
影
響
を
与

え
ま
す
。

【
②
タ
イ
プ
】

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
か

ら
不
安
や
憂
う
つ
な
気
持
ち
を
和
ら
げ

・
酒
を
飲
ん
だ
後
は
、
酔
い
が
覚
め
る

ま
で
運
動
や
入
浴
は
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

・
妊
娠
中
と
授
乳
期
の
飲
酒
は
避
け
ま

し
ょ
う
（
た
と
え
飲
酒
量
が
少
な
く

て
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
胎
児
の
神
経

の
発
達
に
影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

年
末
年
始
は
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が

増
え
る
時
期
で
す
。
人
に
も
無
理
強
い

せ
ず
、
自
分
も
ぺ
ー
ス
と
適
量
を
守
り

楽
し
い
お
酒
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
お
酒
が
体
に
よ
い
」っ
て
ホ
ン
ト
！？

〜 

心
と
体
に
よ
い
お
酒
の
飲
み
方
を
知
ろ
う 

〜

̶47̶

お元気ですか？

保健師です。

お
酒
は
、
「
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、
適
量
な
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
や
血
流
促
進
な
ど
心
身
と
も
に
よ
い

効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

成
22
年
の
南
丹
市
の
特
定
健
診
に
よ

る
と
毎
日
飲
酒
す
る
人
は
、
男
性
44
．

４
％
、
女
性
９
．
５
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

■
１
回
の
飲
酒
量

　

一
合
未
満　

男
性
：
30
．
０
％

　
　
　
　
　
　

女
性
：
18
．
３
％

　

一
〜
二
合　

男
性
：
22
．
９
％

　
　
　
　
　
　

女
性
：
４
．
０
％

　

二
〜
三
合　

男
性
：
12
．
３
％

　
　
　
　
　
　

女
性
：
１
．
６
％

　

三
合
以
上　

男
性
：
２
．
９
％

　
　
　
　
　
　

女
性
：
０
．
３
％

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
多
く
の
方
が
お

酒
を
飲
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
飲
み
方
に
は
心
と
体
に
よ
い

飲
み
方
と
危
険
な
飲
み
方
が
あ
る
の
を

知
っ
て
い
ま
す
か
。
次
の
３
タ
イ
プ
に

「自分を愛し、人を思いやるということ」

は
、
30
年
ほ
ど
前
に
大

学
病
院
で
言
語
治
療
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
研
修
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
私
は
、
身
長
１
ｍ
に
満

た
な
い
一
人
の
男
の
子
の
ベ

ッ
ド
サ
イ
ド
に
連
れ
て
行
か

れ
、
「
こ
の
子
何
歳
や
と
思

う
？
ま
だ
歩
け
な
い
ん
や
」

と
教
授
に
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
見
た
目
か
ら
、
「
１

歳
半
く
ら
い
で
す
か
」
と
答
え
る
と
、

「
そ
の
ぐ
ら
い
に
見
え
る
や
ろ
。
だ
け

ど
、
こ
の
子
は
４
歳
半
な
ん
や
。
虐
待

を
受
け
て
た
ん
や
。
人
と
い
う
の
は
身

を
守
る
た
め
に
は
、
成
長
も
拒
む
こ
と

が
あ
る
ん
や
」
と
や
り
き
れ
な
い
表
情

で
話
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

れ
以
来
私
は
、
『
子
ど
も
に
は
ま

ず
安
心
感
の
蓄
積
を
』
と
い
う
こ

と
を
教
育
の
方
向
性
の
一
つ
に
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
は
、
本
能
的
に
、
「
大

き
く
な
り
た
い
」
、
「
賢
く
な
り
た

い
」
、
「
偉
く
な
り
た
い
」
、
「
立
派

に
な
り
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
思
い
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
成
長
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
虐
待
を
受
け
た

子
ど
も
や
心
の
安
心
感
が
不
十
分
な
子

ど
も
は
、
自
己
有
用
感
や
自
己
肯
定
感

な
ど
が
非
常
に
薄
く
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
人
の
こ

と
ま
で
思
い
や
る
余
力
も
な
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
先
日
、
私
は
八
木
中
学
校
の
研
究
発

表
会
に
参
加
し
、
驚
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
全
校
生
徒
１
７
７

人
に
よ
る
合
唱
で
し
た
。
『
全
校
合

唱
』
は
簡
単
そ
う
に
思
え
ま
す
が
、
多

感
な
中
学
生
、
変
声

期
を
迎
え
た
生
徒
た

ち
、
縦
社
会
を
意
識

し
は
じ
め
る
年
代
の

生
徒
が
学
級
を
超
え
、

学
年
を
超
え
て
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。

木
中
学
校
の
生
徒
に
は
、
一
人
一

人
が
思
い
っ
き
り
声
を
出
せ
る
自

己
肯
定
感
や
、
ほ
か
の
生

徒
の
声
と
協
調
さ
せ
な
が

ら
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る

調
整
力
な
ど
が
備
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
迫
力
あ
る
歌

声
と
と
も
に
、
自
他
を
尊

重
し
て
は
じ
め
て
見
せ
ら

れ
る
そ
の
姿
が
私
の
心
に

迫
っ
て
き
て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
神
吉
小
学
校
の
児
童
も
卒
業
後
、
こ

の
集
団
の
中
で
思
い
切
り
自
分
を
ぶ
つ

け
て
欲
し
い
と
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

　
　 

（
神
吉
小
学
校
　
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

九
笹
　
智
資
）

　
森
林
は
水
源
の
か
ん
養
機
能
、

生
態
系
の
維
持
、
地
球
温
暖
化
防

止
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
持
ち
、

人
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。し
か
し

８
割
以
上
を
森
林
が
占
め
る
南
丹

市
に
も
、
生
活
環
境
の
変
化
や
担

い
手
不
足
に
よ
り
手
入
れ
が
行
き

届
か
ず
、
そ
の
役
割
が
十
分
に
果

た
せ
な
い
森
林
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た

ち
の
森
で
の

活
動
を
支
援

す
る
「
森
林

環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を

主
宰
す
る
用

澤
さ
ん
。子

ど
も
の
こ
ろ
森
で
遊
ん
だ
体
験
を

生
か
し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

森
で
の
遊
び
を
通
し
て
、
生
き
る

力
を
身
に
付
け
て
欲
し
い
と
活
動

を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
近
く

　
「
私
の
家
で
は
、

薪ま
き

ボ
イ
ラ
ー
で
給

湯
し
た
り
、
薪ま
き

や

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
を
使
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
に

少
し
で
も
木
質
を
使
う
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。個
々
の
活
動
は

微
力
な
が
ら
一
人
で
も
多
く
の
人

に
森
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今の
生
活
は
便
利
に
な
り
す
ぎ

て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
便
利
さ
と

同
じ
だ
け
の
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
が

あ
り
、
さ
ら
に
は
イ
メ
ー
ジ
し
き

れ
な
い
何
か
が
あ
る
と
も
考
え
て

い
ま
す
。震
災
な
ど
で
、今
人
間
が

直
面
し
て
い
る
現
実
を
思
う
と
、

こ
の
便
利
に
な
り
す
ぎ
た
生
活
を

も
う
一
度
真
剣
に
考
え
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
自
然
が
昔
か
ら
人
間
に
与
え

続
け
て
く
れ
た
恵
み
に
、多
く
の
人

が
気
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

私

八

そ
29

（
環
境
課
）

の
里
山
の
間
伐
や
、
つ
る
払
い
な

ど
実
際
に
荒
れ
た
森
の
再
生
に
も

力
を
そ
そ
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト

　
　
　
　
用も
ち

澤ざ
わ

　
修
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　　
（
八
木
町
船
枝
）

―第23回―
エコちゃん

〜
感
激
！

　

  

エ
コ
発
見
〜

環・境・市・民

１日の適量の目安

ビール 500㎖

日本酒 1合

ワイン 180㎖

ウイスキー 60㎖

焼酎 110㎖
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「自分を愛し、人を思いやるということ」

は
、
30
年
ほ
ど
前
に
大

学
病
院
で
言
語
治
療
の

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
研
修
を
受

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
時
私
は
、
身
長
１
ｍ
に
満

た
な
い
一
人
の
男
の
子
の
ベ

ッ
ド
サ
イ
ド
に
連
れ
て
行
か

れ
、
「
こ
の
子
何
歳
や
と
思

う
？
ま
だ
歩
け
な
い
ん
や
」

と
教
授
に
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
見
た
目
か
ら
、
「
１

歳
半
く
ら
い
で
す
か
」
と
答
え
る
と
、

「
そ
の
ぐ
ら
い
に
見
え
る
や
ろ
。
だ
け

ど
、
こ
の
子
は
４
歳
半
な
ん
や
。
虐
待

を
受
け
て
た
ん
や
。
人
と
い
う
の
は
身

を
守
る
た
め
に
は
、
成
長
も
拒
む
こ
と

が
あ
る
ん
や
」
と
や
り
き
れ
な
い
表
情

で
話
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

れ
以
来
私
は
、
『
子
ど
も
に
は
ま

ず
安
心
感
の
蓄
積
を
』
と
い
う
こ

と
を
教
育
の
方
向
性
の
一
つ
に
し
て
い

ま
す
。
子
ど
も
は
、
本
能
的
に
、
「
大

き
く
な
り
た
い
」
、
「
賢
く
な
り
た

い
」
、
「
偉
く
な
り
た
い
」
、
「
立
派

に
な
り
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
思
い
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
成
長
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
虐
待
を
受
け
た

子
ど
も
や
心
の
安
心
感
が
不
十
分
な
子

ど
も
は
、
自
己
有
用
感
や
自
己
肯
定
感

な
ど
が
非
常
に
薄
く
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
伴
い
、
人
の
こ

と
ま
で
思
い
や
る
余
力
も
な
く
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
先
日
、
私
は
八
木
中
学
校
の
研
究
発

表
会
に
参
加
し
、
驚
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
全
校
生
徒
１
７
７

人
に
よ
る
合
唱
で
し
た
。
『
全
校
合

唱
』
は
簡
単
そ
う
に
思
え
ま
す
が
、
多

感
な
中
学
生
、
変
声

期
を
迎
え
た
生
徒
た

ち
、
縦
社
会
を
意
識

し
は
じ
め
る
年
代
の

生
徒
が
学
級
を
超
え
、

学
年
を
超
え
て
心
を
一
つ
に
す
る
こ
と

は
、
と
て
も
大
変
な
こ
と
で
す
。

木
中
学
校
の
生
徒
に
は
、
一
人
一

人
が
思
い
っ
き
り
声
を
出
せ
る
自

己
肯
定
感
や
、
ほ
か
の
生

徒
の
声
と
協
調
さ
せ
な
が

ら
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る

調
整
力
な
ど
が
備
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
迫
力
あ
る
歌

声
と
と
も
に
、
自
他
を
尊

重
し
て
は
じ
め
て
見
せ
ら

れ
る
そ
の
姿
が
私
の
心
に

迫
っ
て
き
て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　
神
吉
小
学
校
の
児
童
も
卒
業
後
、
こ

の
集
団
の
中
で
思
い
切
り
自
分
を
ぶ
つ

け
て
欲
し
い
と
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。

　
　 

（
神
吉
小
学
校
　
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　    

九
笹
　
智
資
）

　
森
林
は
水
源
の
か
ん
養
機
能
、

生
態
系
の
維
持
、
地
球
温
暖
化
防

止
な
ど
多
面
的
な
機
能
を
持
ち
、

人
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。し
か
し

８
割
以
上
を
森
林
が
占
め
る
南
丹

市
に
も
、
生
活
環
境
の
変
化
や
担

い
手
不
足
に
よ
り
手
入
れ
が
行
き

届
か
ず
、
そ
の
役
割
が
十
分
に
果

た
せ
な
い
森
林
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た

ち
の
森
で
の

活
動
を
支
援

す
る
「
森
林

環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を

主
宰
す
る
用

澤
さ
ん
。子

ど
も
の
こ
ろ
森
で
遊
ん
だ
体
験
を

生
か
し
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
に

森
で
の
遊
び
を
通
し
て
、
生
き
る

力
を
身
に
付
け
て
欲
し
い
と
活
動

を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
近
く

　
「
私
の
家
で
は
、

薪ま
き

ボ
イ
ラ
ー
で
給

湯
し
た
り
、
薪ま
き

や

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
を
使
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
に

少
し
で
も
木
質
を
使
う
よ
う
に
心

掛
け
て
い
ま
す
。個
々
の
活
動
は

微
力
な
が
ら
一
人
で
も
多
く
の
人

に
森
の
現
状
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今の
生
活
は
便
利
に
な
り
す
ぎ

て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
便
利
さ
と

同
じ
だ
け
の
マ
イ
ナ
ス
の
要
素
が

あ
り
、
さ
ら
に
は
イ
メ
ー
ジ
し
き

れ
な
い
何
か
が
あ
る
と
も
考
え
て

い
ま
す
。震
災
な
ど
で
、今
人
間
が

直
面
し
て
い
る
現
実
を
思
う
と
、

こ
の
便
利
に
な
り
す
ぎ
た
生
活
を

も
う
一
度
真
剣
に
考
え
直
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
自
然
が
昔
か
ら
人
間
に
与
え

続
け
て
く
れ
た
恵
み
に
、多
く
の
人

が
気
付
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

私

八

そ
29

（
環
境
課
）

の
里
山
の
間
伐
や
、
つ
る
払
い
な

ど
実
際
に
荒
れ
た
森
の
再
生
に
も

力
を
そ
そ
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

今
回
の
エ
コ
ロ
ジ
ス
ト

　
　
　
　
用も
ち

澤ざ
わ

　
修
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　　
（
八
木
町
船
枝
）

　
森
林
は
水
源
の
か
ん
養
機
能
、

―第23回―
エコちゃん

〜
感
激
！

　

  

エ
コ
発
見
〜

〜
感
激
！

〜
感
激
！

〜
感
激
！

環・境・市・民
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No.32

　
図
書
館
業
務
は
、
目
に
見
え
て

い
る
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
館
に
来
ら
れ

る
方
が
、
常
に
利
用
し
や
す
く
快

適
で
あ
る
よ
う
に
、
図
書
整
理
や

環
境
整
備
も
大
切
で
す
。
毎
年
11

月
の
職
業
体
験
学
習
の
中
学
生
に

も
、
そ
の
こ
と
を
学
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
日
吉
図
書
室
で
は
、
ブ
ラ
ウ
ジ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
（
閲
覧
ス
ペ
ー

ス
）
の
上
部
の
壁
に
、
ス
タ
ッ
フ

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
そ
の
年
の
干
支

の
絵
を
１
年
間
飾
り
ま
す
。

　
今
年
も
環
境
整
備
の
一
つ
と
し

て
、
殿
田
中
学
校
、
園
部
高
等
学

校
附
属
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

に
、
制
作
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
一
生
懸
命
に
取
り

組
み
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
作

業
に
集
中
し
、
完
成
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
辰
年
で
す
。
こ
の
絵
に

は
、
忙
し
い
方
も
雲
に
腰
掛
け
読

書
を
し
て
い
る
こ
の
竜
の
よ
う

に
、
読
書
の
ひ
と
時
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め

ま
し
た
。
日
吉
図
書
室
に
お
越
し

の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【『
点
検
商
法
』
に
気
を
付
け
て
！
】

　
『
点
検
商
法
』
と
は
、
業
者
が

「
点
検
し
に
来
ま
し
た
」
と
突
然
訪

問
し
、
「
屋
根
瓦
が
ず
れ
て
い
る
」

「
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
が
出
て
い
る
」

「
ダ
ニ
が
い
る
。
こ
ん
な
布
団
に
寝

て
い
る
と
病
気
に
な
る
」
な
ど
、
事

実
と
は
異
な
る
こ
と
を
告
げ
、
不
安

に
さ
せ
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り

つ
け
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
主
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
屋
根

工
事
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
、
シ

ロ
ア
リ
駆
除
、
布
団
の
販
売
、
浄
水

器
の
販
売
な
ど
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

■
契
約
は
慎
重
に
！

　
そ
の
場
で
判
断
し
な
い
で
、
家
族

や
信
頼
で
き
る
周
囲
の
人
に
相
談
し
、

本
当
に
必
要
か
吟
味
し
て
か
ら
契
約

し
ま
し
ょ
う
。

■
不
要
な
ら
き
っ
ぱ
り
断
ろ
う
！

　
業
者
に
対
し
て
不
審
に
感
じ
た
ら
、

絶
対
家
に
入
れ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

か
ド
ア
越
し
に
き
っ
ぱ
り
断
っ
て
く

だ
さ
い
。
し
つ
こ
く
迫
ら
れ
た
り
、

恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
な
態
度
を
と
ら

れ
た
ら
、
警
察
に
通
報
し
て
対
処
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

■
契
約
し
て
も
諦
め
な
い
で
！

　
契
約
後
、
解
約
し
た
く
な
っ
た
場

合
、
８
日
以
内
な
ら
無
条
件
で
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま
す
。
８
日
を
過

ぎ
て
い
る
場
合
で
も
、
条
件
に
よ
っ

て
は
契
約
を
解
除
で
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
消
費
生
活
相
談
窓

口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

■
工
事
な
ど
が
必
要
な
と
き
は

　
複
数
の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り
を

取
っ
て
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
被
害
者
は
高
齢
者
に
多
い

　
日
頃
か
ら
、
家
族
や
地
域
の
見
守

り
が
大
事
で
す
。
成
年
後
見
制
度
を

利
用
す
る
の
も
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
や
被
害
拡
大
防
止
に
な
り
ま
す
。

―
消
費
生
活
相
談
窓
口
―

　・
開
設
：
火
、
金
曜
日

　・
時
間
：
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　午
後
１
時
〜
４
時

℡
０
７
７
１
（
６
８
）
０
１
０
０
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商
工
観
光
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「
と
き
の
《
辰た
つ

》
の
も
わ
す
れ
て
…
」

「
と
き
の
《
辰た
つ

》
の
も
わ
す
れ
て
…
」

市
内
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
職
場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し
た
！

市
内
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
職
場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し
た
！

（
11
月
10
日
、
11
日
）

（
11
月
10
日
、
11
日
）

▲干支の絵を作成する生徒の皆さん

▲完成した干支の絵
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図
書
館
業
務
は
、
目
に
見
え
て

い
る
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
図
書
館
に
来
ら
れ

る
方
が
、
常
に
利
用
し
や
す
く
快

適
で
あ
る
よ
う
に
、
図
書
整
理
や

環
境
整
備
も
大
切
で
す
。
毎
年
11

月
の
職
業
体
験
学
習
の
中
学
生
に

も
、
そ
の
こ
と
を
学
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
日
吉
図
書
室
で
は
、
ブ
ラ
ウ
ジ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
（
閲
覧
ス
ペ
ー

ス
）
の
上
部
の
壁
に
、
ス
タ
ッ
フ

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
そ
の
年
の
干
支

の
絵
を
１
年
間
飾
り
ま
す
。

　
今
年
も
環
境
整
備
の
一
つ
と
し

て
、
殿
田
中
学
校
、
園
部
高
等
学

校
附
属
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん

に
、
制
作
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
は
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
一
生
懸
命
に
取
り

組
み
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
て
作

業
に
集
中
し
、
完
成
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
辰
年
で
す
。
こ
の
絵
に

は
、
忙
し
い
方
も
雲
に
腰
掛
け
読

書
を
し
て
い
る
こ
の
竜
の
よ
う

に
、
読
書
の
ひ
と
時
を
持
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め

ま
し
た
。
日
吉
図
書
室
に
お
越
し

の
際
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【『
点
検
商
法
』
に
気
を
付
け
て
！
】

　
『
点
検
商
法
』
と
は
、
業
者
が

「
点
検
し
に
来
ま
し
た
」
と
突
然
訪

問
し
、
「
屋
根
瓦
が
ず
れ
て
い
る
」

「
シ
ロ
ア
リ
の
被
害
が
出
て
い
る
」

「
ダ
ニ
が
い
る
。
こ
ん
な
布
団
に
寝

て
い
る
と
病
気
に
な
る
」
な
ど
、
事

実
と
は
異
な
る
こ
と
を
告
げ
、
不
安

に
さ
せ
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
売
り

つ
け
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
主
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
は
、
屋
根

工
事
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
、
シ

ロ
ア
リ
駆
除
、
布
団
の
販
売
、
浄
水

器
の
販
売
な
ど
で
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

■
契
約
は
慎
重
に
！

　
そ
の
場
で
判
断
し
な
い
で
、
家
族

や
信
頼
で
き
る
周
囲
の
人
に
相
談
し
、

本
当
に
必
要
か
吟
味
し
て
か
ら
契
約

し
ま
し
ょ
う
。

■
不
要
な
ら
き
っ
ぱ
り
断
ろ
う
！

　
業
者
に
対
し
て
不
審
に
感
じ
た
ら
、

絶
対
家
に
入
れ
ず
、
イ
ン
タ
ー
ホ
ン

か
ド
ア
越
し
に
き
っ
ぱ
り
断
っ
て
く

だ
さ
い
。
し
つ
こ
く
迫
ら
れ
た
り
、

恐
怖
を
感
じ
る
よ
う
な
態
度
を
と
ら

れ
た
ら
、
警
察
に
通
報
し
て
対
処
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

■
契
約
し
て
も
諦
め
な
い
で
！

　
契
約
後
、
解
約
し
た
く
な
っ
た
場

合
、
８
日
以
内
な
ら
無
条
件
で
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
で
き
ま
す
。
８
日
を
過

ぎ
て
い
る
場
合
で
も
、
条
件
に
よ
っ

て
は
契
約
を
解
除
で
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
ず
は
消
費
生
活
相
談
窓

口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
】

■
工
事
な
ど
が
必
要
な
と
き
は

　
複
数
の
事
業
者
か
ら
見
積
も
り
を

取
っ
て
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
被
害
者
は
高
齢
者
に
多
い

　
日
頃
か
ら
、
家
族
や
地
域
の
見
守

り
が
大
事
で
す
。
成
年
後
見
制
度
を

利
用
す
る
の
も
、
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然

防
止
や
被
害
拡
大
防
止
に
な
り
ま
す
。

―
消
費
生
活
相
談
窓
口
―

　・
開
設
：
火
、
金
曜
日

　・
時
間
：
午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　
　
　午
後
１
時
〜
４
時
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１
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「
と
き
の
《
辰た
つ

》
の
も
わ
す
れ
て
…
」

「
と
き
の
《
辰た
つ

》
の
も
わ
す
れ
て
…
」

市
内
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
職
場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し
た
！

市
内
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
が
職
場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し
た
！

（
11
月
10
日
、
11
日
）

（
11
月
10
日
、
11
日
）

▲干支の絵を作成する生徒の皆さん

▲完成した干支の絵

47

マ
マ
ハ
ウ
ス
は
、
平
成
13
年
に
結
成

さ
れ
、
子
育
て
中
の
親
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
育
児
不
安
や
仕
事
を
し
な
が
ら

の
育
児
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
相
談

を
行
う
ほ
か
、
親
同
士
の
仲
間
作
り
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
月
２
回
（
第
１
、

３
木
曜
日
）、
殿
田
交
流
セ
ン
タ
ー
で

子
育
て
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
最
初
は
親
子
２
、３
組
か
ら
始
ま
っ

た
サ
ロ
ン
で
す
が
、
今
で
は
参
加
者
も

日
吉
地
域
全
域
に
広
が
り
、
屋
外
サ
ロ

ン
な
ど
、
多
い
日
は
子
ど
も
も
含
め
て

30
人
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。メ
ン
バ
ー

は
４
人
と
少
な
い
の
で
、
準
備
は
サ
ロ

ン
の
参
加
者
と
一
緒
に
行
い
ま
す
。
参

加
者
も
、
使
わ
な
く
な
っ
た
子
ど
も
の

遊
び
道
具
を
提
供
す
る
な
ど
、
サ
ロ
ン

運
営
に
協
力
的
。
ま
た
、
着
な
く
な
っ

た
服
を
交
換
す
る
な
ど
、
サ
ロ
ン
を
積

極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
11
月
17

日
に
は
、
新
し
い
参
加
者
を
２
組
迎
え
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
メ
ン

バ
ー
の
岩
田
さ
ん
は
「
子
ど
も
か
ら
元

気
を
も
ら
え
る
し
、
私
も
子
ど
も
の
成

長
を
見
る
の
が
何
よ
り
楽
し
み
。
中
に

は
子
ど
も
が
お
腹
の
中
に
い
る
と
き
か

ら
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
も
い

る
ん
で
す
よ
」
と
や
り
が
い
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
親
だ

け
で
は
時
間
が
作
れ
な
い
の
で
、
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
友
達
も
増
え
て
、

と
て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
で
元
気
よ
く
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
、
ま
た
子
育
て
の
苦
労
を
分
か
ち

合
う
親
を
見
守
る
マ
マ
ハ
ウ
ス
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
、
優
し
い
笑
顔
が
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
気
軽
に
サ
ロ
ン

に
参
加
し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ
ん
か
。

▲サロン参加者にお菓子を配るママハウスのメンバー

〜子育てサロン「ママハウス」〜
親子の笑顔が何より楽しみ！

▲みんなでクリスマスケーキを食べました

社会福祉協議会
日吉支所

TEL：0771-72-0947

ママハウスでは、季節に応じたサロンも
開催します。12月１日には、32人の参加者
を迎え「クリスマス会」を開催。おもちゃ
で遊んでいた子どもたちも、お母さんた
ちの「片付けよか！」の一言で、しっかり片
付けをしました。みんなでクリームたっぷ
りのケーキを食べ、わいわい！がやがや！楽
しくクリスマスをお祝いしました。

【ママハウスの約束ごと】
・ 少なくとも月１回は参加してください。
・ 会場の準備、片付けはみんなでしま

しょう。
・ サロン内で出た個人情報は、外で話

さないようにしましょう。　など
※お父さんも参加していただけます。

詳細はお問い合わせください。

４人で活動してるママハウスでは、一緒に
活動していただけるメンバーを募集していま
す。興味をお持ちの方は、下記にご連絡くだ
さい。季節ごとに、いろんな企画をし、一緒
に楽しいサロンを運営しましょう。

メンバー募集中
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毎年恒例のひよし水の杜フェス
タがスプリングスパークで開催さ
れました。日吉の新鮮野菜や加工
品などを販売する模擬店や、リサ
イクルマーケットなどが並び、来
場者は買い物袋を両手に店を巡り
歩いていました。またステージ発
表では、保育園児による太鼓演奏
や吉本芸人による爆笑漫才、京都
八木よさこいによるダンスなどが
開催され、観客が舞台に上がって
参加する場面もありました。
アトラクションの「ふわふわ」

で遊ぶ子どもたちやシートを広げ
て休んだりする家族連れなどでに
ぎわい、会場は、終始秋の一日を
楽しむ人々でいっぱいでした。

ワンデーマーチ会場の隣りでは美山ふるさと祭を開
催。販売コーナーでは鹿肉加工料理や栃餅など美山の
特産品や旬の食材がところ狭しと並び、農林産物品評
会や即売会も行われました。ステージでは、市内の
小・中学生が府内産木材で作成した木工作品の作品
展「府内産材もくもくコンクール」における優秀作品
の表彰や、市民の皆さんによる発表や漫才コンビ「千
鳥」のお笑いショー、自転車スタンプラリーなど多彩
なイベントが行われ、美山の秋を満喫する多くの方で
にぎわいました。

「
日
吉
ダ
ム
を
眺
め
な
が
ら
秋
を
満
喫
」

「
美
山
・
晴
天
の
秋
空
の
下
を
テ
ク
テ
ク
」

「
大
人
、
子
ど
も
満
喫

  

ふ
る
さ
と
秋
の
１
日
」

（
11
／
３　

第
12
回
美
山
か
や
ぶ
き
の
里
ワ
ン
デ
ー
マ
ー
チ
）

（
11
／
３　

美
山
ふ
る
さ
と
祭
）

▲美山太鼓に応援されスタートする参加者

▲模擬店を巡り買い物を楽しむ来場者

▲

市
民
参
加
ス
テ
ー
ジ
の
演
奏
に
聞
き
入
る
参
加
者

▲ステージ上で京都八木よさこいの皆さんと一緒に踊る観客

（
10
／
23　

ひ
よ
し
水
の
杜
フ
ェ
ス
タ
）

第12回目を迎えたワンデーマーチ。東京
や長崎からの参加者など、前回を上回る約
６８０人が参加されました。コースは、美し
い日本の歩きたくなるコース１００選選定
コース（18㎞：北かやぶきの里コース）と
ファミリー向けの全国遊歩１００選選定コー
ス（12㎞：大野ダム周辺）。親子連れや各地
の歩こう会などが参加され、今回は、若い方
の参加が目立ちました。府外から初参加のご
夫婦は、元気に18㎞を歩き、「心落ち着く
綺麗な場所で、歩きがいがあった。来年も参
加したい」とゴールの感想を話してください
ました。



まちの話題を紹介します
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晴天のもと、ＮＰＯ法人八木町ス
ポーツ協会主催の29回目を迎える
伝統の駅伝大会が行われました。８
グループ48人が参加者し、秋色に
染まった町内を走りタイムを競い合
いました。コースは、八木運動公園
から始まる、吉富小学校、新庄小学
校、日置公民館、氷所集荷場、東部
文化センターの町内６区間・１６.６
㎞。参加者は、住民の声援を受けな
がら、各自の区間を全力で駆け抜
け、「頑張れ」などと大きな声で次
の走者を送り出していました。

美山町自然文化村で、地元の新鮮野
菜やおばんざいなどを販売する出店や
木の枝でクリスマスツリーなどをつく
る手づくり体験コーナーなど多くの催
しが行われ、市内外の多くの方が収穫
の秋を楽しみました。ステージでは、
「美山牛乳早飲み競争」や、美山米や
地元野菜の重さを当てる「目方でぴっ
たり」などのユニークな催しも多く、
笑い声が会場いっぱいに響き渡ってい
ました。毎年恒例の豪華賞品が当たる
「豪華福引大会」では、番号が読まれ
るたびに、期待する参加者から歓声が
上がっていました。佛教大学開学１００周年記念イベント

の一環として、地域住民との交流を目的
とした「感謝・ありがとう祭典『園部
キャンパス祭り』」が同大学園部キャン
パスで開催されました。ステージ発表や
模擬店のほか、落語や講演も行われ、多
くの方々でにぎわっていました。山極伸
之学長は開会式で、「地域の支えがあっ
てこその１００年。地域と大学がしっか
り手をつないで、人材育成などを進めて
いきたい」とあいさつされました。

殿田中学校の全校生徒、全職員約１７０
人が地域への感謝の気持ちを込めて清掃活
動を実施。胡麻郷小学校、殿田小学校、Ｊ
Ｒ胡麻駅、JR日吉駅および殿田中学校の
周辺で２時間程度、ぞうきんで窓ガラスを
拭いたり、道路や施設周辺のごみを拾った
りしました。生徒たちは協力しながら活動
し、地域の方に「ありがとう」と温かい言
葉を掛けてもらっていました。また殿田中
学校では、春に地域の施設や場所などを飾
るため、花を植えて準備しています。

「
全
力
を
出
し
切
っ
て
た
す
き
を
繋つ
な
ぐ
」

「
収
穫
の
秋
に
感
謝
！
美
山
楽
農
祭
り
」

「
地
域
と
大
学
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
」

「
地
域
に
『
あ
り
が
と
う
』
の
気
持
ち
込
め
」

（
11
／
23　

楽
農
祭
り
）

（
12
／
３　

佛
教
大
学
開
学
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
）

（
11
／
18　

生
徒
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
《
殿
田
中
学
校
》）

▲全力で駆け抜けた仲間からたすきを受け取る走者

▲大勢の人でにぎわう「豪華福引大会」

▲ステージ発表で演奏する園部吹奏楽団

▲ＪＲ日吉駅前のごみ拾いをする殿田中学校の生徒

（
11
／
13　

第
29
回
南
丹
市
八
木
駅
伝
競
走
大
会
）
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― 広報なんたん ２０11 ―

　平成23年の南丹市１年間の主な出来事を
カレンダーにして振り返りました。
　さて、南丹市はどんな１年を歩んできた
のでしょうか。

1月
 ９ 日 南丹市消防団出初式
 南丹市成人式

新成人３１４人の出席のもと、園部公民館で20
歳の門出を祝いました。
※対象者：４２９人
　　・園部：２２４人
　　・八木：９１人
　　・日吉：６５人
　　・美山：４９人

29日 南丹市制５周年記念式典
約３３０人が参加し、園部公民館で市制５周年を
祝いました。式典では、自治功労者などを表彰し
たほか、程一彦さんをお招きし、講演会を開催し
ました。

30日 大堰川ジョギング大会

 1 日 南丹市消防団入退団式
 南丹市デマンドバス実証実験運行開始

 日吉・美山地域で実施。市営バスが走っていなか
ったり、少ない地域の公共交通手段として運行
を開始しました。

 1 日～24日
 京都伝統工芸職人展「用の美の空間2011」
 （国民文化祭200日前記念イベント）
10日 京都府議会議員一般選挙
17日 京都府消防協会南丹船井支部教育訓練
19日 京都府るり渓少年自然の家「60万人利用・屋外

炊飯場竣工」記念式典
20日 ラポールもろはた竣工式
23日 園部まごころステーション陽だまり開所式

 社会福祉法人「京都太陽の園」が開設。障がい
のある方の地域活動・就労などの支援を行って
います。

7月
11日 ＥＰＺ圏域拡大に伴う美山町区長会説明会
16日 財団法人園部農業公社15周年記念式典
17日 ひよし夏祭り２０１１
17日～18日 道の駅「京都新光悦村」
 　　　  ８周年記念感謝祭　
23日 南丹ものづくり体験村～つくるって、おもしろい！～

 国民文化祭100日前記念イベントとして、南丹市
国際交流会館で開催。ものづくりをはじめ、さま
ざまなコーナーが準備され、会場は作品づくりに
打ち込む子どもたちでにぎわいました。

10月
 １ 日 道の駅スプリングスひよしオープンセレモニー

 南丹市３番目となる道の駅としてオープンまし
た。

 ２ 日 南丹市総合防災訓練
 大規模地震を想定し、市民やボランティア、消防
団、その他関係機関の皆さんに参加していただ
き、防災訓練を実施しました。

12日 ひとり暮らし高齢者の集い
15日 第６回なんたんビートフェスティバル
20日 南丹市戦没者追悼式
23日 ひよし水の杜フェスタ２０１１
29日～11月6日　　第26回国民文化祭･京都2011

 京都府内の各地でさまざまな催しが開催。南丹
市では、「ものづくり」をテーマに、南丹市ならで
はのイベントを開催し、市内外から１１，２５０人の
方が訪れました。（詳細は今号の特集をご覧くだ
さい）

30日　南丹☆学生の祭典2011

 ３ 日 佛教大学開学１００周年記念イベント感謝・あり
がとう祭典「園部キャンパス祭り」

23日 南丹市婚活イベント -Xmas“恋鍋”party in 
美山-

28日～29日 南丹市消防団年末警戒

12月

2月
 ２ 日 南丹地区農用地総合整備事業完工式
19日 第５回美山フォーラム美山の魅力と可能性Ⅴ
27日 南丹市スポーツ・文化賞表彰式典

 市内のスポーツおよび文化の振興・発展に貢献
された13団体と91人の皆さんを表彰しました。

9月
17日 第11回美山能楽の夕べ「美山かやぶき薪能」
 スプリングスひよし温泉・プール入場者３００万

人突破
18日～19日 星をもとめて
24日～25日 販売促進イベント「平成台秋祭り」
27日 集落支援員キックオフ研修会

3月
15日 東日本大震災被災地支援活動開始
26日 一般国道４７７号東郷バイパス開通式典

5月
10日 心と身体の癒しの森るり渓温泉10周年記念式

典
 南丹船井交通安全協会南丹支部総会
22日 第２回仁清まつり（国民文化祭１５０日前記念イ

ベント）
 南丹市美山町北重要伝統的建造物群保存地区

における放水銃の一斉放水訓練（美山かやぶき
の里一斉放水）

29日 ２０１１美山サイクルロード

6月
 １ 日 南丹市防災パトロール
 ２ 日 南丹市教育の在り方懇話会

 今後10年間の教育のあり方、目指す教育像など
について議論。また、急激な少子化を背景とした
学校教育環境について検討を行う「学校教育環
境整備等検討委員会」と学校給食について検討
する「学校給食在り方検討委員会」も同時に設
置しました。

4月
 １ 日 市役所組織再編を実施

 市民の利便性を高め、市民ニーズに的確に応え
効果的、効率的な事務執行ができる体制を確保
するために実施。新たに「地域振興課」、「交通
対策室」、「保健医療課」を設置。「市民部」と「福
祉部」を統合し、「市民福祉部」を設置。企画管
理部と総合政策室を統合し、「企画政策部」を設
置しました。

8月
 ６ 日 南丹そのべ夏祭り
14日 第65回南丹市「やぎの花火大会」

 南丹市の夏の大
イベント。今回は、
八木小学校の児
童が作成した東
日本大震災復興
を応援する大灯
ろうが流されまし
た。また、復興支
援のために集められた53万270円が義援金と
して寄付されました。

15日 第28回清流美山の鮎まつり
25日 平成23年度南丹市優良建設工事表彰式
 第１回南丹市子どもの主張大会

 ことばの力の育成を目指し、今年度からスター
ト。市内の各小・中学校から推薦された児童・生
徒21人が、自分のことばで堂々と主張しました。

26日 平成台販売促進会議（市有地等販売促進事業
に関する協定の締結：５社）

11月
 １ 日～22日 平成２３年度市政懇談会

 市内12会場で懇
談会を開催。市
民の皆さんとま
ちづくりに対する
考えや思いにつ
いて意見交換を
行いました。

 ３ 日 第12回美山かやぶきの里ワンデーマーチ
 美山ふるさと祭
19日 大野ダム５０周年記念式典
 第２３回大野ダムもみじ祭り
23日 南丹市美山町北重要伝統的建造物群保存地区

における放水銃の一斉放水訓練（美山かやぶき
の里一斉放水）

 なんたんテレビ学舎（まなびや）放送開始
26日 南丹市青少年すこやかフォーラム
27日 きらり・本のことばコンクール

24日 テレビ大阪地デジ放送スタート
 「テレビ大阪」の地上デジタル放送が、７ｃｈでご
覧いただけるようになりました。

26日 第５回南丹市男女共同参画フォーラム「キラリな
んたん！」
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― 広報なんたん ２０11 ―

　平成23年の南丹市１年間の主な出来事を
カレンダーにして振り返りました。
　さて、南丹市はどんな１年を歩んできた
のでしょうか。

1月
 ９ 日 南丹市消防団出初式
 南丹市成人式

新成人３１４人の出席のもと、園部公民館で20
歳の門出を祝いました。
※対象者：４２９人
　　・園部：２２４人
　　・八木：９１人
　　・日吉：６５人
　　・美山：４９人

29日 南丹市制５周年記念式典
約３３０人が参加し、園部公民館で市制５周年を
祝いました。式典では、自治功労者などを表彰し
たほか、程一彦さんをお招きし、講演会を開催し
ました。

30日 大堰川ジョギング大会

 1 日 南丹市消防団入退団式
 南丹市デマンドバス実証実験運行開始

 日吉・美山地域で実施。市営バスが走っていなか
ったり、少ない地域の公共交通手段として運行
を開始しました。

 1 日～24日
 京都伝統工芸職人展「用の美の空間2011」
 （国民文化祭200日前記念イベント）
10日 京都府議会議員一般選挙
17日 京都府消防協会南丹船井支部教育訓練
19日 京都府るり渓少年自然の家「60万人利用・屋外

炊飯場竣工」記念式典
20日 ラポールもろはた竣工式
23日 園部まごころステーション陽だまり開所式

 社会福祉法人「京都太陽の園」が開設。障がい
のある方の地域活動・就労などの支援を行って
います。

7月
11日 ＥＰＺ圏域拡大に伴う美山町区長会説明会
16日 財団法人園部農業公社15周年記念式典
17日 ひよし夏祭り２０１１
17日～18日 道の駅「京都新光悦村」
 　　　  ８周年記念感謝祭　
23日 南丹ものづくり体験村～つくるって、おもしろい！～

 国民文化祭100日前記念イベントとして、南丹市
国際交流会館で開催。ものづくりをはじめ、さま
ざまなコーナーが準備され、会場は作品づくりに
打ち込む子どもたちでにぎわいました。

10月
 １ 日 道の駅スプリングスひよしオープンセレモニー

 南丹市３番目となる道の駅としてオープンまし
た。

 ２ 日 南丹市総合防災訓練
 大規模地震を想定し、市民やボランティア、消防
団、その他関係機関の皆さんに参加していただ
き、防災訓練を実施しました。

12日 ひとり暮らし高齢者の集い
15日 第６回なんたんビートフェスティバル
20日 南丹市戦没者追悼式
23日 ひよし水の杜フェスタ２０１１
29日～11月6日　　第26回国民文化祭･京都2011

 京都府内の各地でさまざまな催しが開催。南丹
市では、「ものづくり」をテーマに、南丹市ならで
はのイベントを開催し、市内外から１１，２５０人の
方が訪れました。（詳細は今号の特集をご覧くだ
さい）

30日　南丹☆学生の祭典2011

 ３ 日 佛教大学開学１００周年記念イベント感謝・あり
がとう祭典「園部キャンパス祭り」

23日 南丹市婚活イベント -Xmas“恋鍋”party in 
美山-

28日～29日 南丹市消防団年末警戒

12月

2月
 ２ 日 南丹地区農用地総合整備事業完工式
19日 第５回美山フォーラム美山の魅力と可能性Ⅴ
27日 南丹市スポーツ・文化賞表彰式典

 市内のスポーツおよび文化の振興・発展に貢献
された13団体と91人の皆さんを表彰しました。

9月
17日 第11回美山能楽の夕べ「美山かやぶき薪能」
 スプリングスひよし温泉・プール入場者３００万

人突破
18日～19日 星をもとめて
24日～25日 販売促進イベント「平成台秋祭り」
27日 集落支援員キックオフ研修会

3月
15日 東日本大震災被災地支援活動開始
26日 一般国道４７７号東郷バイパス開通式典

5月
10日 心と身体の癒しの森るり渓温泉10周年記念式

典
 南丹船井交通安全協会南丹支部総会
22日 第２回仁清まつり（国民文化祭１５０日前記念イ

ベント）
 南丹市美山町北重要伝統的建造物群保存地区

における放水銃の一斉放水訓練（美山かやぶき
の里一斉放水）

29日 ２０１１美山サイクルロード

6月
 １ 日 南丹市防災パトロール
 ２ 日 南丹市教育の在り方懇話会

 今後10年間の教育のあり方、目指す教育像など
について議論。また、急激な少子化を背景とした
学校教育環境について検討を行う「学校教育環
境整備等検討委員会」と学校給食について検討
する「学校給食在り方検討委員会」も同時に設
置しました。

4月
 １ 日 市役所組織再編を実施

 市民の利便性を高め、市民ニーズに的確に応え
効果的、効率的な事務執行ができる体制を確保
するために実施。新たに「地域振興課」、「交通
対策室」、「保健医療課」を設置。「市民部」と「福
祉部」を統合し、「市民福祉部」を設置。企画管
理部と総合政策室を統合し、「企画政策部」を設
置しました。

8月
 ６ 日 南丹そのべ夏祭り
14日 第65回南丹市「やぎの花火大会」

 南丹市の夏の大
イベント。今回は、
八木小学校の児
童が作成した東
日本大震災復興
を応援する大灯
ろうが流されまし
た。また、復興支
援のために集められた53万270円が義援金と
して寄付されました。

15日 第28回清流美山の鮎まつり
25日 平成23年度南丹市優良建設工事表彰式
 第１回南丹市子どもの主張大会

 ことばの力の育成を目指し、今年度からスター
ト。市内の各小・中学校から推薦された児童・生
徒21人が、自分のことばで堂々と主張しました。

26日 平成台販売促進会議（市有地等販売促進事業
に関する協定の締結：５社）

11月
 １ 日～22日 平成２３年度市政懇談会

 市内12会場で懇
談会を開催。市
民の皆さんとま
ちづくりに対する
考えや思いにつ
いて意見交換を
行いました。

 ３ 日 第12回美山かやぶきの里ワンデーマーチ
 美山ふるさと祭
19日 大野ダム５０周年記念式典
 第２３回大野ダムもみじ祭り
23日 南丹市美山町北重要伝統的建造物群保存地区

における放水銃の一斉放水訓練（美山かやぶき
の里一斉放水）

 なんたんテレビ学舎（まなびや）放送開始
26日 南丹市青少年すこやかフォーラム
27日 きらり・本のことばコンクール

24日 テレビ大阪地デジ放送スタート
 「テレビ大阪」の地上デジタル放送が、７ｃｈでご
覧いただけるようになりました。

26日 第５回南丹市男女共同参画フォーラム「キラリな
んたん！」
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●総人口：34,352人（－2)
（男：16,514人・女：17,838人）

（－5） （+3）

●世帯数：13,685世帯（+5)
（平成23年12月1日現在）
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「
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植
物
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ち
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る
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（
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▼
バ
ラ
ン
ス
よ
く
一
輪
車
に
乗
っ
て
い
る
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が
し
っ
か
り
と
描
け
て
い
ま
す
。

「
い
も
ほ
り
」　　
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▼

あ
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イ
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を
、
が
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ろ
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と
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す
。
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「
平
屋
大
運
動
会
」都
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流
さ
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１
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▼

運
動
会
で
踊
っ
て
い
る
一
生
懸
命
な
姿
が

描
け
て
い
ま
す
。

「
ひ
と
り
乗
り
が
で
き
た
よ
！
一
輪
車
」
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（
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▲ステンシル版画の効果を生かし、鳥
や植物の色を工夫して表せています。

　（父・母より）

む　つきかた　やま

片山　夢月ちゃん （８歳）
ゆ　　な

片山　夢奈ちゃん （６歳）
ゆめ　た

片山　夢大くん （２歳）

●八木町

「いっぱい食べて、いっぱい遊んでおおきくなってね！」

た
い   

き

寺
阪　

泰
季
く
ん 

（
３
歳
）

●
日
吉
町

「これからも笑顔いっぱい元気に大きくなってね。」
～ 国民文化祭・京都2011 ～

南丹ものづくりの祭典
【特 集】

　

記
事
作
成
に
は
、
ま
ず
自
分
が

書
く
こ
と
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つ
い
て
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こ
と
が

大
切
。ペ
ン
が
止
ま
る
た
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に
勉

強
不
足
を
痛
感
し
ま
す
。

　

私
が
手
掛
け
た
４
号
目
の
広
報

な
ん
た
ん
。記
念
す
べ
き
50
号
。今

回
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に

な
り
発
行
で
き
ま
し
た
。　  

（
Ｆ
） 

（お父さん・お母さんより）
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号
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次
の
と
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あ
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。
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詫
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し
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す
。
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